
　　文学を鑑賞するだけなら誰にでもできます。文学作品には主観的な読み方と客観的な読み方の２つの読み方があるのです。感情移入して泣いたり、怒ったりしながら主観的に自分なりの解釈で読むことは誰にだってできるわけです。ですから、文学者といっても文学ばかりを読んでいるわけではありません。やはりそれ以上に評論なんです。論文を書くために先行研究を読むわけですね。ただ研究の性格上、研究対象とする小説の原作ももちろん読まないといけないわけですが、繰り返せばそこで求められるのは客観的な小説へのアプローチなのです。

　　入試に小説が出題されたときも同様です。学問的に小説が読めるかが問われているわけです。

　　さらに、論理構成がしっかりしている評論文ではなく、敢えて小説を出題するときには、そのことによってはじめて問うことができるような分野、小説でなければ問うことができないような特別なジャンルといったものがあります。正確な読解のためには、その問題領域を知らなければなりません。

	（Ⅰ）具体的な状況設定（setting）と具体的な筋書き（plot）がある。


　　　　必ず特定の状況の中でストーリーは始まるわけであって、何の設定もないところからは、ストーリーは動き出せません。つまり、登場人物のプロフィール、彼らの関係、彼らを取り囲んでいるＴ．Ｐ．Ｏ．をつかまないことには、読む側は何が何だか分からないことになります。そこで、文法的には①代名詞（we, they, she, it ,　somebody）の内容とその動き、②付帯状況説明（分詞構文、with構文）　③進行形　④時制の動き　⑤指示語の変化　⑥数に関する表現　⑦態を正確に掴むこと、主に以上のことに気をつけるようにしましょう。

	（Ⅱ）登場人物の心情を表す心理描写はセリフ、比喩、ジェスチャー、状況描写を通して行われる。


　　小説を出題する最大の理由は、登場人物たちの心理描写をいかに読み取らせるかということでしょう。従って、問いは、そうした心理描写が行われているところに集中してきます。つまり、評論文における筆者の主張が、小説においては登場人物の心情に変わるということです。どのような心情を（Ｈｏｗ）、なぜ抱いたのか（Ｗｈｙ？）ということを追っていけばいいということです。さらに、この心情ですが、終始一貫、同じ心情が描写されるということもありますが、普通は変化していきます。その変化を読み取ることが重要なのです。心情は言葉となって表れるものですから、ここで求められることは、まずセリフを読み取ることです。そこで、文法的には、文中のどのセリフに相当するのか、またそれが誰のものなのか、誰に向かったものなのか、こうしたことを特定するために話法の知識（特に描出話法）が必要となるでしょう。さらに難しいのは、小説では例えば「悲しい」という心情を、評論のようにsadとは書かないということです。「嬉しい」という心情を happyとは表現しない。つまり、セリフやジェスチャー、あるいは間接的な状況描写で「心情」を表現しようとする。そこが難しいわけです。

　　例えば、knock on wood　というジェスチャーがありますね。これはどういうことを意味しますか？
　　上智大学の外国語学部がかつて「迷信」に関するエッセイで出題したことがありますが、例えば何か自分の自慢をしたりするとき、アメリカ人はすぐに木や木材製品を探して叩く、というか触るんです。これは復讐の神である木の女神がバチを当てると困るので、「成功はあなたのおかげなんですよ」と言って木の女神をなだめるおまじないなのだす。「たたりがないように、うまくいくように」という心情を表すジェスチャーです。このような特殊英語的な、文化的な慣習にからんできたりするのが極めて難しいですね。
　　もっと難しいのが状況描写です。雰囲気の描写で心情を表現しようとする。緊迫感溢れる状況描写から、「緊張」という心情を読み取らないといけない。このあたりが難しいところではありますが、小説においては、とにかく心情を追うことを忘れないでください。
　　さらに、気をつけるべきこと。それは、小説ときたら、登場人物を必ず押さえます。１人かもしれないですね。独白文かもしれません。その場合は主に「私」の心情でしょう。複数の場合は、それぞれの登場人物の心情を追っていくことになりますね。その際のポイントは３つなんですよ。
	①場面の変化　：　これがカギになることが多いです。突然、場面が変わると「心情」も変化する。

②時の変化　：　小説だと急に大過去に戻ったりします。つまり、回想シーンに入るということですが、時が変わると心情も変わる可能性が高いので、これもしっかり押さえましょう。

③新しい登場人物　：　新しい登場人物がからんできたら、やはり心情がかわるという可能性が高い。


　　最後に、小説の段落は形式段落ですから、無視してしまってかまいません。読者の意表を突くためにパッと段落を変えたり、セリフだけを単独で置いたりというように、技巧的なものでしかありません。そして、心情表現にさしかかったと思ったら、設問を見て、解けそうなら解いていくというのも作戦の一つかもしれませんね。

　

	（Ⅲ）事実描写と心理描写とを正確に分ける。


　　これは、結局（Ⅰ）（Ⅱ）をしっかり読んでいれば、同じようなことですが、描出話法のように地の文の中に、いきなりセリフが入ってくる場合もあるので常に注意が必要です。そこで、この特殊な話法について、類例を示しながらポイントを整理していきましょう。
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＝＝＝描出話法＝＝＝

	［Ｔａｃｔｉｃｓ１］　小説や物語では、地の文（客観的叙述）と登場人物の心情を描写した文を区別しなければならない。


＜例題１＞

    　He took one hand off the wheel and lit himself a cigarette.  The best thing now, he told himself, would be to make for the top of Brill Hill.  He could see it about half a mile ahead.  And that must be the village of Brill, that cluster of cottages among the trees right on the very summit. Excellent.  Not many of his Sunday sections had a nice elevation like that to work from. 
	［Ｔａｃｔｉｃｓ２］　どの文からが主観的な叙述か慎重に読み取ること。


＜例題２＞

      She sat at the window watching the evening invade the avenue.  Her head was leaned against the window curtains and in her nostrils was the odour of dusty cloth.  She was tired.  She and her brothers and sisters were all grown up: her mother was dead.  Everything changed.  Now she was going to go away, to leave her home.

      Home!  She looked round the room, reviewing all its familiar objects which she had dusted once a week for so many years, wondering where on earth all the dust came from.  Perhaps she would never see again those familiar objects from which she had never dreamed of being divided. 

	［Ｔａｃｔｉｃｓ３］　描出話法の疑問文では、話者を正確に補って考えること。


＜例題３＞
      A maid came to the door after Stephen had rung the bell two or three times.  Asked whether Mr. Carstairs lived there, she answered that he did.  Was he at home?  No was the reply, Mr. Carstairs is at the church.  The tone in which this was said clearly implied that the questioner was a fool for expecting him to be anywhere else.  And Mrs. Carstairs?  She was at church too.  And the door slammed.

【合否の鍵を握る速読力と精読力の融合を図るための２５題】

速く正確に読みこなす力を身に付けよう！・・・・Ｆｌａｓｈｂａｃｋ方式の復習も実践しよう！

１ 次の英文を読み，以下の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１０分］
    I sat beneath my tree.  The tree I had picked out to sit under.  I was waiting for a friend and as I waited I listened to the people around me.  The heat of the day was sending many people to the park.  I had never heard so many people.  I was nervous when two women came and sat under my tree.  Did they have to sit under my tree?  Surely there were other places to sit! 

    The far-away clock struck eleven o’clock.  The two women still shared the listless shade of my tree.  They talked and talked.  They took no notice of me.  Not the slightest.  I felt queer.  At first I had not heard what they were talking about but as time went by I listened with interest.  They were very nice people, they talked about their children.  They loved their children!  No doubt about that.

    I became so deeply interested in their conversation it was hard not to join in.  When I heard how Tommy, the son of one of them, after all his years of high grades at school was slacking off and his mother was worried about Tommy, I was worried too.

   “Is it girls?” the other mother asked.

   “Girls? Well of course that accounts for a bit of it, but Tommy has always been popular with girls; you know that.  Your own Besty…”
   “Besty has always had a crush on Tommy.”
   “It’s not girls.  It’s a kind of restlessness. ①I can’t quite put my finger on it.  Dad and I are fit to be tied about him…just at our wits’ end about Tommy.”
   Tommy’s mother was upset about Tommy.  ②［ to,  was,  caused,  I,  longed,  that,  it,  know ］his restlessness but they changed the subject --- just as I became avidly interested they’d change the subject.

   “Finger…fingers --- talking of fingers, Honey,” the other mother laughed, “Ruthie came to breakfast this morning with her nails dripping scarlet.  You know what Harry is like about Ruthie.”
   “He thinks the sun comes up to make child warm.”
   “He does!  He spoils her.  But who could help it ---- so cute, so darling…”
   “She is.  Go on, dear, what did Harry do?”
   “He ordered her to remove the stuff at once; said if she had to paint her pretty nails, for goodness sake do it in a softer color.”  Ruthie’s mother laughed.  So did Tommy’s.

   “Did she?”
   “She went off dripping scarlet.”
   The mothers laughed at Ruthie and the father who loved and spoiled her.  I wanted to laugh with them.  I heartily wished my father had been like Ruthie’s.  I wondered what these mothers would think if they knew what kind of mother I had.  Would they be sad for me?  Would they jump up and go running from under the tree?  I didn’t know.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (1) 下線部①の意味する内容を３０字以内の日本語で述べなさい。

(2) 下線部②の［　　］内の語を文意が通じるように並べかえた場合、３番目と６番目に来るべき語を答えなさい。但し、文頭に来るべき語も小文字で示してあり、必要な語が１語不足している。

　(3) 本文の内容に合うように、それぞれの選択肢①～④の中から１つずつ選びなさい。

　　　(a) The author was irritated that the two women （             ）．

      ① had children who caused them concern

　　　　　② knew so much about each other’s children

　　　　　③ sat under the same tree she was sitting under

　　　　　④ whispered so confidentially about their children

    (b) According to Ruthie’s mother, （　　　　　）．

　　　　　① Harry was pleased with Ruthie’s pretty fingernails when she painted them

　　　　　② Ruthie’s father objected to the bright color of her nail polish

　　　　　③ Ruthie’s injured fingers were all red from bleeding

　　　　　④ the sun came up to keep Harry’s child warm
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２ 次の英文を読み，以下の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１５分］
    When I was halfway through my third year at high school, my Aunt Ena got me a job.  I lived with her in those days.  I was to work for the Crydermans, two days a week, after school.  Aunt Ena knew the Crydermans because she was their cleaning lady.  I was to do some ironing and tidying up, and I was to get the vegetables ready for supper.

    “That’s dinner, (A) in their books,” Aunt Ena said, (B)in such a flat voice you couldn’t tell whether she blamed the Crydermans for affectation, or conceded them a superior position that gave them a right to it.

    Aunt Ena was my father’s aunt, she was that old.  She was the cleaning lady in town rather as (C) a doctor might be the Doctor.  She didn’t take home cast-off clothing, no matter how excellent its condition, or accept leftover food, no matter how delicious.  (D) Many of the women she worked for felt bound to do some sort of hurry-up cleaning before she arrived.

    She and her daughter, Floris, and her son, George, lived in a narrow, tidy house on a steep street where the houses were close together.  My room was behind the kitchen ----- a former pantry.  In the wintertime, I took all my clothes into bed in the morning and got dressed ( E ) the covers.  There was no provision for heating a pantry.

   Aunt Ena came home worn out from exercising her authority all over town.  But she (F)roused herself; she exercised it over us as well.  She made us understand ---- Floris and George and me ---- that we were all superior people in spite of, or perhaps because of, relative poverty.  She made us understand that we had to confirm this every day of our lives by having our shoes cleaned and our buttons sewn on, by not using coarse language, by not smoking ( in the case of women ), by getting high marks (me), and by never touching alcohol (everybody).  (G) Nobody has a good word to say nowadays for such narrowness and proud caution and stereotyped decency.  I don’t myself, but (H) I didn’t think at the time that I was suffering much from it.  I learned how to get around some rules and I went along with others, and in general I accepted that even a superiority based on such hard notions was better than no (  I  ) at all.  And I didn’t plan to live on there, Like George and Floris.

　（１）下線部(A)の言い換えとして最も適当なものを次の中から選びなさい。

　　　ア． in the Bible   イ． in their library   ウ． in their opinion   エ． in their religious faith

オ． in their gorgeous parlor 

　（２）下線部（Ｂ）を自然な日本語に和訳しなさい。

　（３）下線部（Ｃ）はどのようなたとえとして用いられているか。最も適当なものを次の中から１つ選びなさい。

　　　　ア．当人が最も恐れられている人間であるということ。

イ．当人がその職業を代表する優れた仕事をする人間であること。

ウ．当人が最も人に好かれている人間であるということ。　

エ．当人がその職業以外の仕事は何もできないということ。

オ．当人がその職業で最も成功した人間であるということ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（４）下線部（Ｄ）からどのようなことが推測できるか。最も適切なものを１つ選び、記号で答えなさい。　　ア． Aunt Ena was ridiculed.   イ． Aunt Ena was respected.   ウ． Aunt Ena didn’t work hard.

エ． Aunt Ena insulted others.    オ．Aunt Ena had a short temper. 

 （５）空所（　Ｅ　）に適する１語を補いなさい。

　（６）下線部（Ｆ）の言い換えとして最も適当なものを次の中から選びなさい。

　　　ア． became cheerful   イ． kept awake   ウ．became authoritative  

エ． got irritated       オ．plucked up her energy 

　（７）下線部（Ｇ）を自然な日本語に和訳しなさい。

　（８）下線部（Ｈ）の理由として適切ではないものは次のうちどれか。１つ選び、その記号を答えなさい。

　　　ア．イーナおばさんに貧しくとも威厳を保つ生活態度を教え込まれたから。

イ．当時は貧しい人々が多くて、貧しいことがあまり目立たなかったから。

ウ．きまりを適当に守ったり守らなかったりする術を身に付けたから。

エ．それなりの優越感を感じることができたから。

オ．早晩イーナおばさんの家を出ようと思っていたから。

　（９）空所（　Ｉ　）を補うのに最も適当な１語を本文中から選んで答えなさい。

３ 　次の英文の下線部(1)，(2)，(3)を和訳せよ。(2)については，itが何を指すか明らかになるように訳すこと。                                                            ［目標解答時間８分］
  The nature and function of medicine has gradually changed over the past century. (1)What was once a largely communicative activity aimed at looking after the sick has become a technical enterprise able to treat them with increasing success. While few would want to give up these technical advances and go back to the past, medicine’s traditional caring functions have been left behind as the practices of curing have become more established, and (2)it is criticized now for losing the human touch that made it so helpful to patients even before it knew how to cure them.

  The issue looks simple: human communication versus technique. However, we all know that in medicine it is never easy to separate the two. Research on medical practice shows that a patient’s physical condition is often affected by the quality of communication between the doctor and the patient. (3)Even such an elementary form of consideration for the patient as explaining the likely effects of a treatment can have an impact on the outcome. We are also aware that in the cases where medicine still does not offer effective cures the need for old-style care is particularly strong. Hence it is important to remember the communicative dimension of modern medicine.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４ 　次の小説の一節を読み、以下の問いに答えよ。　　　　　　　　［目標解答時間：２０分］
The beginnings seem so obvious now, though they did not present themselves so clearly to me then. False steps. Spilled coffee, Porcelain cups being hit against the side of the kitchen sink. Cuts and cooking burns covering her dark arms. Bruises on her legs from running into furniture. Shoulders knocking against doorframes. Her penciled eyebrows more arched than usual, uneven sometimes.
But I was at first too busy to give these things much thought. I was too absorbed (  1  ) in the north, on my own, away from Ma. I spent nights in my room studying the vocational college's pamphlets, its maps and course guide, brochures of the nearby town. I familiarized myself with the surrounding geography, dreamed of the mountains that surrounded the Campus, of a steady provincial peace away from Bangkok's noisy streets ----- its congestion, its heat, its concrete blocks. I made extensive lists of the belongings I would take with me. I(2) packed and unpacked into the night hours, revising this list endlessly, though my departure was still many months away. 
One morning, Ma misjudged the last step coming down the stairs, turned her ankle. She steadied herself with a hand on the handrail.

“ (  3a  ),Ma?'' I laughed. She steadied herself, widened her eyes. She blinked twice. She smoothed out her dress with both hands, pulled the strap of her purse back onto her shoulder.

“ Oh, dear,'' she said, chuckling. “Don't know what's the matter with me these days. Just a little overworked, I guess. Too many things on my mind."

A few days later, she was not going to work. She was home, reclining on the couch, watching television in her pajamas. 
“ (  3b  ), Ma?”'

“ It's just this headache,” she said, holding a hand to the side of her head. A headache. Headaches had never stopped her before. She was a woman who didn't (  4  ). Not ever. Not for headaches, not for flues, not for colds. Not for monsoons, not for landslide warnings. Not even for the military curfew a few years before, when the Red Cross had carried wounded protestors on bloodied stretchers into the lobby of her office building. She was a woman who once went to work with malaria and was asked to go home because her boss found her in the bathroom throwing up. Even then, she insisted on going back to work ---- until she (  5  ) in the middle of a company meeting. An ambulance had to be called; she went back to work the very next day.

“ (  3c  ), Ma. Should I take you to the doctor?”
She smiled at me from the couch, turned back to the television, snuggled up against one of the pillows.

“It's okay. I already took some medicine. Feeling much better already. Go to school, son. Don't worry about me.”
But two weeks later, there was (  6  ) worry for both of us. While I was downstairs having my breakfast, spooning the last of my rice porridge, I heard a loud crash coming from the upstairs bathroom. I heard the shower dripping, the electric water pump making strange noises in the back of the house, and then there was a loud thud, the sound of something heavy hitting the floor. I walked to the bottom of the stairs, called up to my mother. I asked if she was okay, but there was just a long unending silence. From the shower, there was just the slow, steady drip.

I was up the stairs. I was at the bathroom door.

"You okay, Ma?"

" Sorry.  Just dropped something."

There was a weak, awkward chuckle in her voice and then, as I was walking back toward the staircase, I heard the sound of skin slipping against porcelain tiles, like a car screeching a halt.  I heard that thudding again, the same sound as before, but louder this time.  It was like the footstep of a giant. Like a fist hitting a sandbag. Like my mother hitting the bathroom f1oor.

The door wasn't locked. It was as if she knew this would happen, as if she'd left the door unlocked that morning thinking, (7) Just in case this happened.  I opened the bathroom door. I saw my mother's silhouette through the shower curtains, a small heap on the floor, thick clouds of steam slowly filling the room. I walked toward the shower. I threw the curtains open on my mother's nakedness. I helped her get up. Her eyes roamed wildly back and forth across the ceiling. Her small hands reached out for my arms. Her fingernails dug into my flesh. Her mouth opened and closed like a fish out of water, gasping for air.

(8) It was only then that the barely noticed details started to fall into place ----- the clumsiness, the bruises and cuts, the misjudged steps, the misshapen eyebrows, the days off from work. I turned off the shower. I wrapped a towel around her small, naked body. I helped my mother get up. This was the first time that I had seen her naked.  I looked at that lost look of shame on her face.  

My mother was going blind.
（注） curfew 「（戒厳令下の）夜間外出禁止令」　

（１）下に与えられた語を正しい順に並べ替え、空所(　1　)を埋めるのに最も適切な表現を完成させよ。ただし、下の語群には、不要な語が一つ含まれている。
 ［  I,    lead,   life,  planned,  the,   to,  to,  with  ］
（２）下線部(2)の意味内容として最も近いものを次のうちから二つ選び、その記号を記せ。
ア wondered whether to leave or not

イ failed to get my baggage ready by midnight

ウ changed the contents of my bag repeatedly until very late

エ attempted to send my belongings in the middle of the night 

（３）空所( 3a )～ ( 3c )を埋めるのに最も適切な表現をそれぞれ次のうちから一つ選び、その記号を記せ。同じ記号は一度しか使えない。
ア Are you sick

イ Where have you been

ウ　Did you trip on something

エ You must have taken a few days off 
オ I'm glad you're taking some time off 

（４）空所( 4 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア take a job

イ miss work

ウ accomplish much

エ take care of her family 

（５）空所( 5 )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア awoke

イ fainted

ウ recovered

エ rose

（６）空所( 6 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア none if any

イ little if any

ウ nothing but

エ anything but

（７）下線部(7)の“this”が表す内容は何か。５～１５字の日本語で述べよ。
（８）下線部(8)を和訳せよ。
（９）以下はこの文章の内容をまとめたものである。空所(  a  )～ (  d  )を埋めるのに最も適切な語を下の語群から選び、その記号を記せ。同じ記号は一度しか使えない。
The son, who was busy preparing himself for his new life at college, at first didn't pay much (  a  ) to his mother's small injuries and sickness. When she took sick (  b  ) because of a headache, however, he started to have his (  c  ) about her health. Although his mother tried to pretend that things were not serious, with an accident in the bathroom one day, the shocking (  d  ) that she was losing her eyesight came to him.

	ア　attendance　　イ　attention　　ウ　losses　　　　エ　leave  オ　time　　

カ　revelation　　　キ　doubts


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５ 　地図を参照しながら次の説明文(斜字体部分)と物語文を読み，以下の設問に答えよ。
［目標解答時間：２５分］
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　　　　The modern country of Bangladesh, with its capital in Dhaka, is the eastern half of the area traditionally known as Bengal; the western half, with its capital in Calcutta, is part of India. Although the people of the two halves of Bengal speak the same language, they are divided by religion, the majority of the population in the east being Muslim, and the majority in the west Hindu. When the whole of this part of the world was part of the British Empire, Bengal was a single province. In 1947, when the British left, the British Empire in India was divided into two independent countries; India, with a largely Hindu population, and Pakistan, with a largely Muslim population. The latter consisted of West Pakistan (now Pakistan), and East Pakistan (previously the eastern half of Bengal, now Bangladesh). As a result of this division ― known as Partition ― many Muslims fled from India into one of the two parts of Pakistan, and many Hindus fled from the two parts of Pakistan into India. This exchange of population was very violent; it has been estimated that about 500,000 people were killed. More than a million people moved from East Pakistan to the western half of Bengal in India; the grandmother in the passage below was one of those people. In 1971, East Pakistan gained its independence from Pakistan and became Bangladesh.
　　A few weeks later, at dinner, my father, grinning hugely, pushed an envelope across the table to my grandmother. ‘That’s for you,’ he said.
　‘What is it?’ she said suspiciously.
　‘Go on,’ he said. ‘Have a look.’
　She picked it up, opened it and had a look inside. ‘I can’t tell,’ she said. ‘What is it?’
　My father burst into laughter. ‘It’s your plane ticket,’ he said. ‘For Dhaka ― for the third of January.’
　That night, for the first time in months, my grandmother seemed really excited. When I went up to see her, before going to bed, I found her pacing around the room, her face flushed, her eyes shining. I was delighted. It was the first time in my eleven-year-old life that she had presented me with a response that I could fully understand ― since I had never been on a plane myself, it seemed the most (  1  ) thing in the world to me that the prospect of her first flight should fill her with excitement. But I couldn’t help worrying about her too, for I also knew that, unlike me, she was totally ignorant about aeroplanes, and before I fell asleep that night I made up my mind that (  2a  ) that (  2b  ) before (  2c  ). But soon enough it was apparent to me that it wasn’t going to be easy to educate her: I could tell from the direction of the questions she asked my father that, (3)left to herself, she would learn nothing about aeroplanes.
　For instance, one evening when we were sitting out in the garden she wanted to know whether she would be able to see the border between India and East Pakistan from the plane. When my father laughed and said, why, did she really think the border was a long black line with green on one side and scarlet on the other, like it was in a schoolroom map, (4)she was not so much offended as puzzled.
　‘No, that wasn’t what I meant,’ she said. ‘Of course not. But surely there’s something ― a fence perhaps, or soldiers, or guns pointing at each other, or even just strips of empty land. Don’t they call it no-man’s land?’
　My father was already an experienced traveller. He burst out laughing and said, ‘No, you won’t be able to see anything except clouds and perhaps, if you’re lucky, some green fields.’
　His laughter irritated her. ‘Be serious,’ she said. ‘Don’t talk to me as though I were a secretary in your office.’
　Now it was his (  5  ) to be offended: it upset him when she spoke sharply to him within my hearing.
　‘That’s all I can tell you,’ he said. ‘That’s all there is.’
　My grandmother thought this over for a while, and then she said, ‘But if there isn’t a fence or anything, (6)how are people to know? I mean, where’s the difference then? And if there’s no difference, both sides will be the same; it’ll be just like it used to be before, when we used to catch a train in Dhaka and get off in Calcutta the next day without anybody stopping us. (7)What was it all for then ― Partition and all the killing and everything ― if there isn’t something in between?’
　‘I don’t know what you expect, Ma,’ my father said. ‘It’s not as though you’re flying over the Himalayas into China. This is the modern world. The border isn’t on the frontier: it’s right inside the airport. You’ll see. You’ll cross it when you have to fill in all those official forms and things.’
　My grandmother shifted nervously in her chair. ‘What forms?’ she said. ‘What do they want to know about on those forms?’
　My father scratched his forehead. ‘Let me see,’ he said. ‘They want your nationality, your date of birth, place of birth, that kind of thing.’
　(8)My grandmother’s eyes widened and she sank back in her chair.
　‘What’s the matter?’ my father said in alarm.
　With an effort she sat up straight again and smoothed back her hair. ‘Nothing,’ she said, shaking her head. ‘Nothing at all.’
　I could see then that she was going to (  9  ) up in a hopeless mess, so I took it upon myself to ask my father for all the essential information about flying and aeroplanes that I thought she ought to have at her (  10  ) ― I was sure, for example, that she would roll the windows down in mid-air unless I warned her not to.
　It was not till many years later that I realised it had suddenly occurred to her then that she would have to fill in ‘Dhaka’ as her place of birth on that form, and that the prospect of this had worried her because she liked things to be neat and in place ― and at that moment she had not been able quite to understand how her place of birth had come to fit so uncomfortably with her nationality.
(1)　空所(  1  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　boring
イ　natural
ウ　unexpected
エ　unusual
(2)　空所(  2a  )～(  2c  )を埋めるのに最も適切な表現をそれぞれ次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　she left
イ　I grew up
ウ　she is ready to go
エ　she should travel
オ　I would make sure
カ　she was properly prepared
(3)　下線部(3)を訳せ。
(4)　下線部(4)はどのような意味か。最も適切なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　彼女はいらだちよりもむしろ困惑の表情を浮かべた。
イ　彼女は怒りもしなければ困った顔一つ見せなかった。
ウ　彼女は当惑というよりはむしろ怒りの表情を見せた。
エ　彼女はどうしたらよいか分からずにムッとしていた。
(5)　空所(  5  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　order
イ　reason
ウ　round
エ　turn
(6)　下線部(6)の後にさらに言葉を続けるとしたら，どのような表現を加えるのが最も適切か。次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　where the border is
イ　how far they have come
ウ　which way they are going
エ　when to show their passport
(7)　下線部(7)を訳せ。ただし，itの内容がわかるように訳すこと。
(8)　下線部(8)には祖母のどのような気持ちが表現されているか。それを表す語として最も適切なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　angry
イ　excited
ウ　joyful
エ　troubled
(9)　空所(  9  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　catch
イ　end
ウ　hang
エ　put
(10)　空所(  10  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　command
イ　feet
ウ　side
エ　understanding
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(11)　説明文と物語文の記述から推測される祖母の出身都市(city of birth)，宗教(religion)，国籍(nationality)を，それぞれ1語の英語で答えよ。
city of birth：　( 11a )
religion：　( 11b )
nationality：　( 11c )
(12)　説明文と物語文の記述から，この物語の時代設定として可能な年はいつと考えられるか。次のうちから1つ選び，その記号を記せ。
ア　1946年
イ　1963年
ウ　1972年
エ　1989年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６ 　次の英文の内容を、７０～８０字の日本語に要約せよ。句読点も字数に含める。
［目標解答時間：１０分］
Richard Bolles once labeled us humans as 'the comparing creatures.' It is an appropriate label. Because of our self-awareness, we are endlessly comparing ourselves with others. Are we bigger or smaller? More or less beautiful, handsome? Younger or older? Richer or poorer? Smarter or more stupid? Less or more powerful? And on and on forever. Our destiny as comparing creatures ceaselessly measuring ourselves against our fellow beings, is at the same time one of the greatest blessings and curses of the human condition.

Take the matter of grades in school. They may give rise to an utterly false sense of competence or personal incompetence. An A student with a disagreeable self-centered personality may judge himself to be wholly competent when the reality is that he has light-years of personal growth to go. Conversely, a C student who is a truly fine person may consider himself unnecessarily incompetent and inferior in comparison to the first youth. How frequently have I seen the C students ultimately do much better than the A students in this journey of life!

On the other hand, high grades may allow a young woman to feel sufficiently comfortable about herself to be able to venture forth into challenging new areas of personal growth. Or low grades may stimulate a girl to study harder on her studies, perhaps even to appropriately seek psychotherapy and other forms of assistance to correct her poor performance. Comparisons are not always bad.

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


７ 　次の英文は，イギリスのウェールズ地方の灯台を舞台にした物語である。これを読み，以下の問いに答えよ。解答は所定欄に記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：２５分］
　The old lighthouse was white and round, with a little door, a circular window at the top, and the huge lamp. The door was usually half open, and one could see a spiral staircase. It was so inviting that one day I couldn’t resist going inside, and, once inside, going up. I was thirteen, a cheerful, black-haired boy; I could enter places then that I can’t enter now, slip into them lightly and (  1a  ) (  1b  ) (  1c  ) my not (  1d  ) (  1e  ).
　I climbed the spiral staircase and knocked on the door up at the top. A man came to open it who seemed the image of what a lighthouse-keeper ought to be. He smoked a pipe and had a gray-white beard.
　“Come in, come in,” he said, and (2)immediately, with that strange power some people have to put you at ease, he made me feel at home. He seemed to consider it most natural that a boy should come and visit his lighthouse. Of course a boy my age would want to see it, his whole manner seemed to say ― there should be more people interested in it, and more visits. He practically made me feel he was there to show the place to strangers, almost as if that lighthouse were a museum or a tower of historical importance.
　(3)Well, it was nothing of the sort. There were the boats, and they depended on it. Looking out, we could see the tops of their masts. Outside the harbor was the Bristol Channel, and opposite, barely visible, some thirty miles away, the coast of Somerset.
　“And this,” he said, “is a barometer. When the hand goes down, a storm is in the air. Small boats better watch out. Now it points to ‘Variable.’ That means it doesn’t really know what is going to happen ― just like us. And that,” he added proudly, like someone who is leaving the (  4a  ) thing for the (  4b  ), “is the lamp.”
　I looked up at the enormous lens with its powerful bulb inside.
　“And this is how I switch it on, at sunset.” He went to a control box near the wall and put his hand on a lever.
　(    5    ), but he did, and the light came on, slowly and powerfully. I could feel its heat above me, like the sun’s. I smiled delightedly, and he looked satisfied. “Beautiful! Lovely!” I cried.
 “It stays on for three seconds, then off for two. One, two, three; one, two,” he said, timing it, like a teacher giving a piano lesson, and the light seemed to obey. He certainly knew just how long it stayed lit. “One, two, three,” he said, his hand went down, and the light went off. Then with both hands, like the Creator, he seemed to ask for light, and the light came.
　I watched, thrilled.
　“Where are you from?” he asked me.
　“Italy.”
　“Well, all the lights in (  6a  ) parts of the world have a (  6b  ) rhythm. A ship’s captain, seeing this one and timing it, would know which one it was.”
　I nodded.
　“Now, would you like a cup of tea?” he said. He took out a blue-and-white cup and saucer and poured the tea. Then he gave me a biscuit. “You must come and see the light after dark sometime,” he said.
　Late one evening, I went there again. The lamp’s flash lit up a vast stretch of the sea, the boats, the beach, and the dark that followed seemed more than ever dark ― so dark that (7)the lamp’s light, powerful as it was, seemed not much stronger than a match’s, and almost as short-lived.
　At the end of the summer, I went home to Italy. For Christmas, I bought a panforte ― a sort of fruitcake, the specialty of the town I lived in ― and sent it to the lighthouse-keeper. I didn’t think I would see him again, but the very next year I was back in Wales ― not on a holiday this time but running away from the war. One morning soon after I arrived, I went to the lighthouse, only to find that the old man had retired.
　“He still comes, (  8  ),” the much younger man who had taken over said. “You’ll find him sitting outside here every afternoon, weather permitting.”
　I returned after lunch, and there, sitting on a bench beside the door of the lighthouse, smoking his pipe, was my lighthouse-keeper, with a little dog. (9)He seemed heavier than the year before, not because he had gained weight but because he looked as though he had been put down on the bench and would not easily get off it without help.
　“Hello,” I said. “Do you remember me? I came to see you last year.”
　“Where are you from?”
　“From Italy.”
　“Oh, I used to know a boy from Italy. An awfully nice boy. Sent me a fruitcake for Christmas.”
　“That was me.”
　“Oh, he was a fine boy.”
　“I was the one who sent it.”
　“Yes, he came from Italy ― an awfully nice boy.”
　“(10a)Me, me, that was me,” I insisted.
　He looked straight into my eyes for a moment, then away. I felt like a thief, someone who was trying to take somebody else’s place without having a right to it. “Ay, he was an awfully nice boy,” he repeated, as though the visitor he saw now could never match last year’s.
　And seeing that he had such a nice memory of me, I didn’t insist further; I didn’t want to spoil the picture. I was at that time of life when suddenly boys turn awkward, lose what can never be regained ― a certain early freshness ― and enter a new stage in which a hundred things combine to spoil the grace of their performance. I couldn’t see this change, this awkward period in myself, of course, but, standing before him, I felt I never could ― never could possibly ― be as nice as I had been a year before.
　“Ay, he was an awfully nice boy,” the lighthouse-keeper said again, and he looked lost in thought.
　“(10b)Was he?” I said, as if I were talking of someone whom I didn’t know.
(1)　空所(  1a  )～(  1e  )を埋めるのに最も適切な単語をそれぞれ次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　about
イ　being
ウ　welcome
エ　without
オ　worrying
(2)　下線部(2)を和訳せよ。
(3)　文脈から判断して，下線部(3)はどのようなことを意味していると考えられるか。最も適切なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　Thanks to the boats, the lighthouse was highly popular with visitors.
イ　The significance of the lighthouse was practical rather than historical.
ウ　The lighthouse was worthless compared to museums or historical towers.
エ　Although boats still depended on it, the lighthouse also functioned as a museum.
(4)　空所(  4a  )，(  4b  )を埋めるのに最も適切な単語をそれぞれ次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　best
イ　last
ウ　least
エ　most
(5)　空所(  5  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　I was surprised to see the lever
イ　I was sure he’d wait until sunset
ウ　I asked him to show me how it worked
エ　I didn’t think he’d switch it on just for me
(6)　空所(  6a  )，(  6b  )には同じ一つの語が入る。その単語を記せ。
(7)　下線部(7)を和訳せよ。
(8)　空所(  8  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　maybe
イ　then
ウ　though
エ　yet
(9)　下線部(9)から判断して，語り手はどのような印象を受けたと考えられるか。最も適切なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
ア　He looked old and tired.
イ　He looked eager to leave.
ウ　He looked as strong as ever.
エ　He looked less interesting than before.
(10)　下線部(10a)と(10b)の二つの発言の間で，語り手の老人への接し方にはどのような変化が見られるか。40～60字の日本語で答えよ。句読点も字数に含める。
[image: image4.wmf]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８ 次の英文を読み，以下の設問に答えよ。　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：２５分］
    In the years before I was abused, my family was the “Brady Bunch” of the 1960s.  My two brothers and I were blessed with the perfect parents.  Our every whim was fulfilled with 
(  1  ) and care.  My father, Stephen Joseph, supported his family as a fireman, working in the heart of San Francisco.  My mother, Catherine Roerva, was a woman of average size and appearance.  I never could remember the color of her hair or eyes, but Mom was a woman who glowed with (  1  ) for her children.  Her greatest asset was her determination.  Mom always had ideas, and she always took command of all family matters.
    When it came to housekeeping, Mom was an absolute clean fiend.  After feeding my two brothers, Ronald and Stan, and me breakfast, she would dust, disinfect, scour and vacuum everything.  No room in our house was left untouched.  As we grew older, Mom made sure we did our part by keeping our room neat.  Outside, she meticulously attended a small flower garden, which was the envy of the neighborhood.  Everything Mom touched turned into (  2  ).  She didn't believe in doing anything half way.  Mom often told us that we must always do the best we could, in whatever we did.
    For our family - during those good years - the holidays started with Halloween.  One October night, when the huge harvest moon was in full view, Mom hurried the three of us out of our house, to gaze at the “Great Pumpkin” in the sky.  When we returned to our bedroom, she told us to peek under our pillows where we found Matchbox race cars.  My two brothers and I squealed (  3  ) as Mom's face was flushed with pride.
    The day after Thanksgiving, Mom would disappear to the basement, then bring up enormous boxes filled with Christmas decorations.  While standing on a ladder, she tacked strings of ornaments to the ceiling beams.  When she was finished, every room in our house had a seasonal touch.  In the dining room Mom arranged different sizes of red candles on the counter of her prized oak hutch.  Snowflake patterns graced every window in the living room and dining room.  Christmas lights were draped around our bedroom windows.  Every night I fell asleep while staring at the soft, colorful glow of the Christmas lights that blinked on and off.
    Every day seemed sprinkled with magic.
    My relationship with Mom (  4a  ) changed from discipline into a kind of lifestyle that grew out of control.  It became so bad at times, I had no strength to crawl away even if it meant saving my life.
    As a small child, I probably had a voice that carried farther than others.  I also had the unfortunate luck of getting caught at mischief, even though my brothers and I were often committing the same “crime.”  In the beginning, I was put in a corner of our bedroom.  By this time, I had become afraid of Mom.  Very afraid.  I never asked her to let me come out.  I would sit and wait for one of my brothers to come into our bedroom, and (        5        ).
    About this time, Mom's behavior began to change (  4b  ).  At times while Father was away at work, she would spend the entire day lying on the couch, dressed only in her bathrobe, watching television.  Mom got up only to go to the bathroom, get another drink or heat leftover food.  When she yelled at us, her voice changed from the nurturing mother to the wicked witch.  Soon, the sound of Mother's voice began to send tremors down my spine.  Even when she barked at one of my brothers, I'd run to hide in our room, (6)hoping she would soon return to the couch, her drink and her TV show.  After a while, I could determine what kind of day I was going to have by the way she dressed.  I would breathe a sigh of (  7  ) whenever I saw Mom come out of her room in a nice dress with her face made up.  On these days she always came out with a smile.
    While Father was at work, Mother would often yell and scream while forcing my brothers and me to search the entire house for something she had lost.  The quest usually started in the morning and lasted for hours.  After a while, I was usually sent to search in the garage which was under part of the house like a basement.  Even there, I trembled upon hearing Mother scream at one of my brothers.
    The searchers continued for months, and finally, I was the only one singled out to look for her things.  Once, I forgot what I was looking for.  When (8)I timidly asked her what it was that I was to find, Mother smacked me in the face.  She was lying on the couch at the time, and she didn't even stop watching her television show.  Blood gushed from my nose and I began to cry.  Mother snatched a napkin from her table, tore a piece and rammed it up my nose. “You know damn well what you're looking for,” she creamed.  “Now go find it!” I scurried back down to the basement, making sure I made enough noise to convince Mother I was feverishly obeying her command.  As mother's “(  9  )” became more common, I began to fantasize that I had found her missing item.  I imagined myself marching upstairs with my prize and Mom greeting me with hugs and kisses.  My fantasy included the family living happily ever after.  But, I never found any of Mother's lost things, and she never let me forget that I was an incompetent loser.
    As a small child, I realized (10)Mom was as different as night and day when Father was home from work.  When Mom fixed her hair and put on nice clothes, she seemed more relaxed.  I loved it when Dad was home.  It meant no beatings or long searches for her missing things.  Father became my protector.  Whenever he went to the garage to work on a project, I followed him.  If he sat in his favorite chair to read the newspaper, I parked myself at his feet.  In the evenings, after the dinner dishes were cleared from the table, Father would wash them, and I would dry.  I knew that as long as I stayed by his side, (  11  ).
    One day before he left for work, I received (12)a dreadful shock.  After he said goodbye to Ron and Stan, he knelt down, held my shoulders tightly and told me to be a “good boy.” Mother stood behind him with her arms folded across her chest, and a grim smile on her face.  I looked into my father's eyes and knew right then that I was a “bad boy.” An ice-cold chill rushed through my body.  I wanted to hold on to him and never let go, but before I could give Father a hug, he stood up, turned and walked out the door, without saying another word.
　（注）the Brady Bunch: １９６９年から７４年までアメリカABC放送で放映されていたコメディ「ゆかいなブレディ一家」
(1)　空所(1)を共通して埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選びその記号を記せ。
　ア  love        イ  hatred        ウ  threat        エ  tremor
(2)  空所(2)を埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選び，その記号を記せ。
　ア  garden      イ  magic      ウ  gold      エ  family matters
(3)  空所(3)を埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選び，その記号を記せ。
  ア  curiosity      イ  necessity      ウ  with embarrassment      エ  with delight
(4)  (4a)(4b)を埋める組み合わせで最も適当なものを次の内から選び，その記号を記せ。
　ア  gradually  -  critically           イ  crucially  -  radically
  ウ  drastically  -  radically          エ  approximately  -  drastically
(5)  空所(5)に入れて意味が正しく通るよう，下の語を並べ替えよ。
　　　　out now  /  David  /  and  /  play  /  if  /  have  /  ask  /  come  /  him  /  could 
(6)　下線(6)はなぜか。その理由として最も適当なものを次のうちから選び，記号で答えよ。
　ア　母親に怒られるのが怖かったから。
　イ　母親が他の弟を怒るのがいやだったから。
　ウ　母親はいつもは忙しく働いており，くつろいでいて欲しかったから。
　エ　母親が食べている料理が冷めるのを心配したから。
(7)  空所(7)を埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選び，その記号を記せ。
　ア  resentment      イ  rage      ウ  gratitude      エ  relief
(8)  下線部(8)を和訳せよ。
(9)  空所(9)を埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選び，その記号を記せ。
  ア　be a good boy      イ  find the thing      ウ  don't cry      エ  don't lose the item
(10)  下線部(10)の説明として最も適当なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
　ア　母は昼と夜では別人格のようだった。
　イ　母は全く別人のようだった。
　ウ　母は昼も夜も関係なしといった風情だった。
　エ　母は一日中他人のように振る舞っていた。
(11)　空所(11)を埋めるのに最も適当な語句を次のうちから選び，その記号を記せ。
　 ア　Father would not make me wash the dishes    イ  Father would not beat me
  ウ  no harm would not come to me             エ  no harm would come to me
(12)  下線(12)はなぜか。その理由として最も適当なものを次のうちから選び，記号で　答えよ。
　ア　母親が私の後ろに立っていて，笑っていたから。
　イ　背筋が寒くなったから。
　ウ　父親が仕事に行ってしまうのを引き止められなかったから。
　エ　父親にまで悪い息子だと思われていると思ったから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９ 次の英文を読み，以下の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１５分］
    Mr. William Noy, a young farmer who lived near Selena Moor, went out to the neighboring inn one night to order drink for the harvest festival next day.  He left the inn, but never arrived home.  They searched for him for three days, and at last, passing within half a mile of his home, they found Mr. Noy fast asleep in a ruined barn. ① He was surprised to see that it was morning already, and was very dazed and bewildered, but at last they got his story from him.

    He had made a short-cut through the moor, but had lost his way and wandered, he thought, many miles over country unknown to him, until he saw lights in the distance and heard music.  He hurried towards it, thinking that he had come to a farmhouse, where they were perhaps holding a harvest supper.

    Then he saw in a most beautiful orchard hundreds of people either dancing or sitting drinking at tables.  They were all richly dressed, but they looked to him very small, and their benches and tables and cups were too small.  Quite close to him stood a girl in white, taller than the rest, and playing a kind of tambourine.  The tunes were lively, and the dancers were the nimblest he had ever seen.  Soon the girl gave the tambourine to an old fellow near, and went into the house to fetch out a barrel of beer for the company.  Mr. Noy drew near to the corner of the house, but the girl met his eyes, and made a sign to him to keep back, and then came towards him.

    “Follow me into the garden,” she said.

    She went before him to a sheltered place, and there in the quiet starlight, away from the dazzle of the candles, he recognized her as Grace Hutches, who had been his sweetheart for a long time, but had died, or had been thought to have died, three or four years before.

    “You may think it strange, dear William,” she said, “ but ( a ) was all through my love for you that I have come to this.  People believed, and it seemed, that I was found on the moor ( b ); what was buried for me, however, was only a changeling or a false body, never mine, I should think, for it seems to me that I still feel the same as when I lived.”
    As she said this, several little voices squeaked, “Grace, Grace, bring us more beer and cider.  Be quick, be quick!”
    Mr. Noy begged her to bring him a drink of cider too, but ②she said she would not on his life.  “Be sure you keep out of sight, and don’t for your life touch fruit or flowers.”
    She soon returned, and led him into the garden, where all kinds of flowers were blooming, and told him how she came there.  One evening about dusk she was out on Selena Moor looking for a stray sheep, when she heard Mr. Noy calling to his dogs, so she took a short-cut towards him, and got lost in a place where the ferns were above her head.  So she wandered on for hours until she came to an orchard where music was sounding, but though the music was sometimes quite near, she could not get out of the orchard, and wandered round and round.  At length, worn out with hunger and thirst, she plucked a beautiful golden plum from one of the trees, and began to eat it.  It dissolved into bitter water into her mouth, and she fell to the ground in a faint. ③ When she revived she found herself surrounded by a crowd of little people, who laughed and rejoiced at getting a clever girl to bake and brew for them and to look after their mortal babies, who were not so strong, they said, as they used to be in the old days.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    When she was called away again, Mr. Noy thought he might find a way to rescue them both, so he took his gloves out of his pocket, turned inside out and threw them among the fairies.  Immediately they all vanished, even Grace was gone, and he found himself standing in the ruined barn. ④ ［ hit, the, something,  on,  to,  he,  him,  seemed,  head ］, and he fell to the ground.

(1)下線部①のように主人公が感じた理由として最も適切なものを、次のア～オから１つ選びなさい。

　ア．Because he thought that he was still dreaming the fantastic adventure in a neighboring village.

　イ．Because he knew at once that he had slept three days and nights continuously.

　ウ．Because he fancied that only a few hours of the night had passed.

　エ．Because he had longed for the daylight in which he would be saved from the fairy magic.

　オ．Because he found himself suddenly disenchanted by the break of day and was greatly disappointed.

(2)空欄( 　a 　)(　 b　)にそれぞれ入れるのに最も適する１語を答えなさい。 

(3)下線部②のように彼女が言った理由を３０字以内の日本語で答えなさい。

(4)下線部③を日本語に直しなさい。

(5)下線部④の［　　］内の語を文意が通じるように並べかえた場合、３番目と４番目に来るべき語を答えなさい。但し、文頭に来るべき語も小文字で示してあり、余分な語が１語含まれている。

(7)本文の内容と一致するものを次のア～オから１つ選びなさい。

ア．If people take a short-cut on the moor, they do not lose their way and slip into the land of fairies.

イ．Something turned inside out seems to have the power of breaking a fairy spell.

ウ．Whoever has wandered into fairyland wishes to stay there and live with the little people.

エ．Fairies sometimes set a snare for a simple-minded girl to laugh and mock at her.

オ．Ordinary people are not deceived by fairies, for they can recognize a false body at a funeral.

10　次の英文中の下線部を和訳しなさい。　　　　　　　　　　［目標解答時間：４分］
    We go about our daily lives understanding almost nothing of the world.  We give little thought to the machinery that generates the sunlight that makes life possible, to the gravity that glues us to an Earth that would otherwise send us spinning off into space, or to the atoms of which we are made and on whose stability we fundamentally depend.  Except for children ( who don’t know enough not to ask the important questions), few of us spend much time wondering why nature is the way it is; where the cosmos came from, or whether it was always here; if time will one day flow backward and effects precede causes; or whether there are ultimate limits to what we can know.  There are even children, and I have met some of them, who want to know what a black hole looks like; what is the smallest piece of matter; why we remember the past and not the future; how it is, if there was chaos early, that there is, apparently, order today; and why there is a universe.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11　次の英文を読んで、後の設問に答えなさい。［目標解答時間：３０分］
  (1) Without meaning to, Verity had taken her mother's place. Six months after her mother's death she had given up her flat and moved back to the house where she and her two brothers ― both of them now married ― had grown up. She had pretended, even to herself at times, that she was concerned about her father's loneliness, but the true reason was that she wished to make a change on her own account, to break a pattern in her life. She became, as her mother had been, her father's chief companion and was, in time, exposed to traits in his nature she had not known existed. Preserving within the family the exterior of a straightforward and amiable man, goodhearted, knowledgeable and wise, her father had successfully disguised the worst of himself; and had been assisted by his wife's loyalty. It was different for a daughter, and Verity found herself watching the old man in a way she would once not have believed possible, impatient with his weaknesses, judging him.
  Mr. Unwill, unaware of (2) this development in his daughter, was greatly pleased with the turn events had taken. He was touched when Verity gave up her flat and returned to the family home, and (3)he was proud to be seen in her company, believing that strangers might not take her for his daughter but assume instead that he was an older man to whom this beautiful woman was sentimentally attached. He dressed the part when they went on their first holiday together ― to Venice, which every autumn in her lifetime he had visited with his wife. A flowing green and red scarf was knotted at his throat and matched the handkerchief swelling from the top pocket of his navy-blue blazer. There was no reason why they should be taken as father and daughter, he argued to himself, since they were so very different in appearance.
（１）下線部(1)の内容を、本文に即して１２０字以内の日本語で説明せよ。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（２）下線部(2)の”this development”の内容を本文の内容に即して７０字以内の日本語で説明せよ。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（３）下線部(3)を和訳せよ。
（４）本文の内容を１００語程度の英語で要約しなさい。ただし、本文中の表現を用いてもよいが、１文そのまま引用しないこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12　 次の英文の要旨を１００～１２０字の日本語で答えよ。　　［目標解答時間：１５分］
 Global economic trends during the 1990s were remarkably strong, but environmental trends were disastrous. An economic system that worked well in times past when the demands of a smaller economy were well within the capacities of the earth's ecosystems is no longer working well. We face a future where a continuing worsening of the environment almost certainly will lead to economic decline. The challenge is to redesign the economic system so that it will not destroy its environmental support systems, so that economic progress can continue.
 The time has come for what science historians see as a shift in the theory. They observe that as the scientific understanding of reality in a field advances, reaching a point where existing theory no longer adequately explains reality, then theory has to change. It has to be updated, replacing the old theory with a new one. Perhaps history's best known example of this is the shift from the Ptolemaic view of the world in which the sun revolved around the earth, to the Copernican view, which argued that the earth revolved about the sun. Once the Copernican model was accepted, relationships not only within the solar system but between the solar system and the rest of the universe suddenly made sense to those who studied the heavens, leading to an era of steady advances in astronomy.
 We are now facing such a situation with the global economy. The market is a remarkably efficient device for balancing supply and demand, but it does not respect the speed at which nature can renew itself. In a world where demands of the economy are pressing against the limits of natural systems, relying exclusively on economic statistics to guide investment decisions is a recipe for disaster. Historically, for example, if the supply of fish was inadequate, the price would rise, encouraging investment in additional fishing boats. This market system worked well. But today, with the fish catch already exceeding the number of fish born each year, investing in more fishing boats in response to higher seafood prices will simply accelerate the collapse of fish populations.
 The gap between economists and ecologists in their perception of the world as the new century begins could not be wider. Economists see a world economy that has grown by leaps and bounds over the last half-century, but ecologists see growth based on the burning of vast quantities of cheap fossil fuels, which is disturbing the climate. They are keenly aware that someone buying a gallon of gasoline pays the cost of pumping the oil, of refining it into gasoline, and of distributing the gasoline to the service station, but not the cost to society of the future effects of pollution. While economists see booming economic growth, ecologists see an economy that is altering the climate with consequences that no one can foresee.　　
[image: image5.jpg]



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13　次の英文を読み、以下の問いに答えよ。［目標解答時間：２５分］
I first met Irving in a happy, but at the same time, difficult period of my life. My family came to America from Russia, escaping from national prejudice against us as second –rate persons because we are Jews. We immigrated to a community where we could be accepted as equals. (  1  ), I experienced what Americans call “culture shock.” (2) I lost my ease of communication and my professional experience because we arrived in a society with a different language. I met Irving and continued to see him every Sunday in the Jewish Center, where he works as a volunteer helping newcomers adapt to a new environment and understand their new country, its culture, and its citizens. 
Fate presented me with another chance to meet Irving the next year. Accidentally, I met him in the computer laboratory at my college. This old man is enrolled in a special college program to learn about the computer.

I chose Irving for my interview because he is an American‐born wise man. Thus, I could get sensible answers to my questions. I had experienced discrimination as a Jew in Russia, and I wanted to know (  3  ) on this problem.

I began my interview with a question that worries me: “What do you think about prejudice?" He replied, “I think that pre-judging people is an ignorant and horrible thing. One is not born with prejudice. (  4  )  If children were taught from their early years to accept people of different colors, customs, and religions, the world should be a better place.'' I was listening to him, and I agreed with his position.

Prejudice is always dangerous if it is against people of a different color of skin, a different religion, or a different social status. I remember my dismay when l heard in a job interview in my former country: “ This is not Israel! We cannot take a Jew work in our research center!”
Irving's mother's family came from Riga in Russia in 1888 to find a better life in America. His father's family also came here in 1888; they came originally from Spain to England and then to South Carolina. (  5  ), Irving grew up, was educated, and worked in the United States.  He grew up during the Great Depression and attended Brooklyn College at night for seven years while he worked during the day. He was a chemist for most of his life. He is the father of three children and has one granddaughter. Irving is an observant Jew and a supporter of Israel.

I asked Irving whether he had ever experienced discrimination or prejudice as an American Jew. He sighed, then answered me, "I experienced prejudice several times in my life, especially when applying for a job when someone of another religion told me of her misconceptions about Judaism. Fortunately, (6) it was possible for me to change her negative viewpoint to a positive one."

Irving continued: "I feel fortunate to have been living as a Jew in America all my life. I have never been seriously discriminated against in college or in my profession." He added that he has always been very proud of his Jewish heritage, proud also (  7  ) in science, art, 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
literature, and music. Although Jews in America are a very small part of the population, their achievements greatly outweigh their numbers.

I noticed (8) similar pattern in Russian society, where fewer than 1 percent are Jews, but a high proportion of Jews are scientists, engineers, and technicians. However, they are forced to hide their Jewishness. Jews cannot observe traditions in Russia. A circumcision was done for my fifteen-year-old son only here, in America. I expect that those prohibitions have influenced the Russian Jews' mentality. Thus, I asked, "Do you see a difference between American and Russian Jews?" He answered, "I see many differences between American and Russian Jews, and I believe that I know the reasons for these differences. I agree with you that in Russia Jews are made to feel ashamed of the label 'zhid.' Russian Jews know nothing about Jewish history. It was against the law to circumcise a male child or have a Jewish marriage ceremony. Here in America a Jew has the privilege of choosing whether he wants to observe his traditions or not."

I was full of questions: “Why the Jews? Why were these people who never constituted more than a small minority singled out as scapegoats in Russia?'' His answer was fu1l of wisdom and understanding. “It is always necessary to have a scapegoat; (9) it relieves the people of the responsibility of taking the blame for their own problems and mistakes. The Jews in Russia have always been disliked and treated badly.  Perhaps it is because they excelled in all fields. They worked hard to become educated and performed well in whatever positions they held.''

During the interview, Irving, his wife, and I were sitting at a table in their comfortable, small apartment. I asked questions about his attitude toward the new immigrants, about the advantages and disadvantages he sees for America. Because l am an immigrant, I've received assistance to come to America. I thank Americans for this help and feel sorry because it takes money from American taxpayers. Irving smiled, then answered, “America is a country of immigrants. The only native-born Americans are the American Indians. This country has welcomed ( 10 ) since its inception. If you study American history, the arts and sciences and social institutions of this country, you will find that people who settled here from every country in the world added to the greatness of America. I am sure that some Russian immigrants (11) will contribute in a positive way to this country."

I enjoyed meeting with Irving and his wife. I received full and truly interesting answers to my questions. And I had a comfortable and relaxed feeling, as if I were in my grandmother's house.

As we parted, Irving said, “Larisa, you made the right choice to come to America. You are making many efforts to achieve your goal and to improve your English. My wife and I will be happy to help you. We invite you, when you have time, to come visit us. Take care! Be happy!''

（注） circumcision 「割礼(ユダヤ人・回教徒などの宗教的儀式)」
zhid 「ユダヤ人に対する侮辱的呼び名」　　 inception「初め、開始」
（１）空所( 1 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア At any rate　　　　イ In fact　　　ウ For instance   エ On the other hand　

（２）下線部(2)の意味内容として最も近いものを次のうちから一つ選び、その記号を記
せ。
ア I felt backward at having to learn to speak English

イ I felt somewhat out of place in the American society

ウ I had difficulty communicating in English

エ I was unwilling to associate with Americans

（３）空所( 3 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア a Russian perspective

イ an American's point of view
ウ an immigrant's viewpoint

エ an objective perspective
（４）空所( 4 )を埋めるのに最も適当な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア It has to be learned.

イ It is something one never learns.

ウ One cannot do without it.

エ One does it by instinct.

（５）空所( 5 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア However     イ Otherwise   ウ Paradoxically    エ Thus
（６）下線部(6)の意味内容として最も近いものを次のうちから一つ選び、その記号を記
せ。
ア it was possible that she had misunderstood it

イ I was able to make her understand it

ウ I was sure of converting her to it

エ she was positive that it was a hateful religion

（７）下に与えられた語を正しい順に並べ替え,空所( 7 )を埋めるのに最も適切な表現を完成せよ。ただし、下の語群には、不要な語が一つ含まれている。
［ made,   of,   the,   great,   been,   strides,   Jews,   have   ］
（８）下線部(8)のa similar patterはとはどのようなことか。５０字以内の日本語で具体的に説明せよ。
（９）下線部(9)を和訳せよ。 .

（１０）空所( 10 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア only the immigrants from Europe

イ particularly the immigrants from Asia

ウ solely the immigrants from Latin America

エ the oppressed and the persecuted

（１１）下線部(11)の意味内容として最も適切なものを次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア 合衆国に害をなすだろう
イ 合衆国に恩恵をもたらすだろう
ウ 合衆国において絶対に成功するだろう
エ 合衆国において前向きに生きていくだろう
（１２）以下は問題文の骨子である。空所( a )～ ( d )を埋めるのに最も適切な語を下の語群から選び、必要に応じて適切な形にして記せ。同じ語は一度しか使えない。
The writer (  a  ) from Russia, and investigates prejudice against people of other racial and ethnic groups. As a Jew, she had (  b  ) discrimination in her native country, and she was eager to (  c  ) more about the position of Jews in the United States. She (  d  ) Irving, an American-born Jew, who gave her the chance to discover the answers to some of her questions.  
［ come,   interview ,   experience,   expose ,   learn ,   teach　］
14　次の英文の内容を、８０～１００字の日本語に要約せよ。句読点も字数に含める。
［目標解答時間１０分］

The English language has been an important medium of the press for nearly 400 years. The nineteenth century was the period of greatest progress, thanks to the introduction of new printing technology and new methods of mass production and transportation. It also saw the development of a truly independent press, chiefly fostered in the USA, where there were some 400 daily newspapers by 1850, and nearly 2,000 by the turn of the century. Censorship and other restrictions continued in Continental Europe during the early decades, however, which meant that the provision of popular news in languages other than English developed much more slowly. Today, about a third of the world's newspapers are published in countries where English has special status, and the majority of these will be in English.
The high profile given to English in the popular press was reinforced by the way techniques of news gathering developed. The mid-nineteenth century saw the growth of the major news agencies, especially following the invention of the telegraph. Paul Julius Reuter started an office in Aachen but soon moved to London, where in 1851 he launched the agency which now bears his name. By 1870 Reuters had acquired more territorial news monopolies than any of its Continental competitors. With the emergence in 1856 of the New York Associated Press, the majority of the information being transmitted along the telegraph wires of the world was in English.  
                 　　　　　　　　       

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15　次の英文の要旨を９０～１００字の日本語にまとめよ。　［目標解答時間：１３分］
Some people say that morality is a private matter.  It is unclear how this could ever be true.  Morality, almost by definition, concerns how we treat each other.  Moreover, we identify what someone’s morality is by what they say and by what they do.  By what they say, people tell us what they value ― which things matter to them and which things do not.  By what they do, people show us what they value.  In cases where a person’s words conflict with their actions most people would regard the actions as the surer guide.  But neither is private.  It is therefore difficult to imagine what a “private morality” would look like in practice.

  If someone with a “private morality” saw a defenseless person being attacked in the street, would it be “right” for her to intervene if she disapproved?  Intervention would obviously involve others, and so would not be a private act.  She might do nothing more than voice her disapproval: “Hey, leave him alone.”  But this would still not be a purely private act.  Even if she walked on by, silently thinking “That is wrong,” she would still be passing a judging on another person who is “out there” in the public world. Perhaps those who say that morality is a private matter just mean that each of us should pass judgment only on our actions and come up with rules for ourselves alone, such as “I must intervene if I see a defenseless person being attacked.”  But why impose these restrictions?  Where do they come from?  Why do they only apply to me?  Surely they apply to me because they would apply to anyone else in the same situation as me.  But if this point is conceded, it again becomes hard to see how morality could be essentially private.

  The view that morality is a private matter perhaps rests on the idea that morality is like taste in some way.  Almost everyone accepts that taste is a personal thing.  If I like cheese and you do not there is no point in my telling you that you are wrong and that you ought to like cheese.  And just as there is no sense in arguing about taste, the argument goes, there is no sense in arguing about morality.  

  Background assumptions like this one ― often unspoken but nevertheless influencing our opinions ― are called presuppositions.  A large part of philosophy is about uncovering presuppositions, bringing them into the light in order to examine them to see what they are worth.   If the above objections to the “morality is private” view have any force  ― and I think they do ― this should make us suspicious of underlying presuppositions concerning the nature of moral judgments.  They may not be like judgments of taste at all.
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
16　次の英文を読み，以下の設問に答えよ。
　I am on a bus traveling through the desert between Kerman and Yazd when we pull over to a checkpoint. Checkpoints are common along Iranian highways and I’ve grown accustomed to stopping every hundred miles or so to watch the driver climb out, papers in hand. Sometimes a guard in dark green uniform enters the bus and walks up and down the aisle, eyes flicking from side to side, pistol gleaming in the shadowed interior light.
　This is one of those times. The bus falls silent as a young guard enters, and we all determinedly stare straight ahead, as if by our pretending to ignore the guard, he will ignore us. We listen to his footfalls sound down the Persian carpet that lines the aisle, turn, and come back again. He reaches the front of the bus and makes a half-turn toward the door. But then, (1)just as we begin a collective deep breath, he surprises us by completing his turn and starting down the aisle again, this time to tap various passengers on the shoulder. They gather their belongings together and move slowly out of the bus and up the steps of a cement block building.
　I sit frozen, hoping that the guard will not notice me and the blond hair sticking out of my rusari, or head scarf. I’ve seen guards pull passengers off buses before, and although it never seems to be anything serious ― the passengers always return within five or ten minutes ― (2)I’d just as soon remain in my seat.
　The guard climbs out of the bus and I relax, wondering what, (  3  ) anything, he is looking for. I’ve been told that these searches are usually about drugs and smuggling, but to me, they seem to be more about the (  4  ) of power.
　The guard is back, and instinctively, I know why. He points to me.
　Me? I gesture, still not completely convinced that he wants me. After two months in Iran, I’ve learned that ― contrary to (5)what I had expected ― foreigners are seldom bothered here.
　You, he nods.
　Copying my fellow passengers, I gather my belongings together and stand up. Everyone is staring at me ― as usual, I am the only foreigner on the bus.
　I climb out, nearly falling over my long black raincoat ― it or something (  6  ) women in public in Iran. My heart is knocking against my chest. The guard and one of his colleagues are waiting for me on the steps of the guardhouse. At their feet is my bag, which they’ve dragged out of the belly of the bus. It looks like a fat green watermelon.
　‘Passport,’ the young guard barks in Persian.
　I hand him my crisp, dark blue document, suddenly feeling that United States of America is printed across the front much too boldly. I remember someone back home (  7  ) entering Iran. Too late now.
　‘Visa?’
　I show him the appropriate page in my passport.
　‘Where are you coming from?’ His Persian has a strange accent that I haven’t heard before.
　‘Kerman,’ I say.
　‘Where are you going to?’
　‘Yazd.’
　‘Tourist?’
　I nod, thinking there’s no need to complicate matters by telling him that I’m here in Iran to write a safarnameh, the Persian word for travelogue or, literally, ‘travel letter.’ But then immediately (  8  ). My visa says Journalist.
　Slowly, the young guard flips through the pages of my passport, examining the immigration stamps and the rules and regulations listed in the back. He (  9  ) my picture long and hard, and then passes my passport to his unsmiling colleague, who asks me the same questions I’ve just been asked.
　‘Where are you coming from?’
　‘Kerman.’
　‘Where are you going to?’
　‘Yazd.’
　Tourist?
　I nod again. I can’t change my answer now.
　The second guard hands my passport back to the first, who reluctantly hands it back to me. I look at his smooth boyish face and wonder if he’s old enough to shave.
　‘Is this your suitcase?’ he says, looking at my bag.
　‘Yes,’ I say, and move to open it.
　He shakes his head.
　All of the other passengers are now back on the bus, and I wonder how much longer the guards will keep me. What will happen, I worry, (  10  )? We’re out in the middle of the desert; there are no other buildings (  11  ). Hardened dust-white plains, broken only by thin grass, stretch in all directions. The sky is a pale metallic dome sucking the color and moisture out of the landscape.
　Clearing his throat, the first guard stares at me intently. His eyes are an unusual smoke blue, framed by long lashes. They’re the same eyes I’ve noticed before on more than a few Iranians. He looks at his colleague and they whisper together. Sweat is slipping down their foreheads, and down mine.
　(12)Then the first guard straightens his shoulders, takes a deep breath, and blushes. ‘Thank you,’ he says carefully in stiff, self-conscious English. ‘Nice to meet you.’
　‘Hello.’ The second guard is now blushing as furiously as the first. ‘How are you?’ He falls back into Persian, only some of which I understand. ‘We will never forget this day. You are the first American we have met. Welcome to the Islamic Republic of Iran. Go with Allah.’
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(1)　下線部(1)を訳せ。
(2)　下線部(2)はどのような意味か。最も適切なものを次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　I hope I will be allowed to remain seated.

ｲ　In no time I take a seat and remain there.

ｳ　I hope I will not be out of my seat for long.

ｴ　Quickly I make up my mind to remain seated.

(3)　空所(  3  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　by
ｲ　for
ｳ　if
ｴ　or

(4)　空所(  4  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　denial
ｲ　display
ｳ　finding
ｴ　lack

(5)　下線部(5)の内容を，10～20字の日本語で説明せよ。
(6)　空所(  6  )に当てはまるように，次の語を並べかえよ。
［　 all
being
for
required
similar　　］
(7)　空所(  7  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　warning me not to disobey the guards after

ｲ　advising me to learn some basic Persian before

ｳ　warning me to put a cover on my passport before

ｴ　advising me not to forget to carry my passport after

(8)　空所(  8  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　I wish I were a journalist

ｲ　I wonder if I’ve done the right thing

ｳ　I realize that I look too much like a tourist

ｴ　I realize I should have said ‘tourist’ in English

(9)　空所(  9  )を埋めるのに最も適切な単語を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　detects
ｲ　gazes
ｳ　studies
ｴ　watches

(10)　空所(  10  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　if the bus leaves without me

ｲ　if the weather suddenly changes

ｳ　if the bus runs out of gas or breaks down

ｴ　if some other passengers are asked to get off the bus

(11)　空所(  11  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び，その記号を記せ。
ｱ　in sight
ｲ　on vision
ｳ　in my eyes
ｴ　to the view

(12)　下線部(12)の理由として考えられるものは何か。次の英文を完成させて答えよ。
　It is the first time he                                       .

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

17　次の英文の要旨を１００～１２０字の日本語で答えよ。　　［目標解答時間：１０分］
　Science is often conceived as a body of knowledge. Reflection, however, will lead to the conclusion that this cannot be its true nature. History has repeatedly shown that a body of scientific knowledge that ceases to develop soon ceases to be science at all. The science of one age has often become the nonsense of the next. Consider, for example, astrology; or, again, the idea that certain numbers are lucky or unlucky. With their history unknown, who would see in these superstitions the remnants of far-reaching scientific doctrines that once attracted clear-thinking minds seeking rational explanations of the working of the world? Yet such, in fact, is their origin. So, too, we smile at the explanation of fossils as the early and clumsier attempts of God to produce the more perfect beings that we know ourselves to be. Yet such conceptions were legitimate stages in the development of modern geological theory, just as the scientific views of our own time are but stages in an age-long process that is leading to wider and more comprehensive conceptions of the nature of our world.
　 Therefore it is right and necessary for the historian of science to be very charitable, very forbearing, very humble, in his judgments and presentations of those who have gone before him. He needs to remember that he is dealing with the work of erring and imperfect human beings, each of whom had, like himself, at best but a partial view of truth, but many of whom had a wide range of genius far beyond his own. 
　 Science is no static body of knowledge but rather an active process that can be followed through the ages. The sheer validity and success of the process in our own age has given rise to a good deal of misunderstanding of its nature and not a little misapplication of such terms as 'science' and 'scientific'. We hear of the scientific methods of some prize-fighter, and a book has been published on the Science of the Sacraments. There is nothing in the laws of any country which forbids its citizens from giving to the words of their language such significance as they may choose, but science and scientific as employed in these connections have no relation to the great progressive acquisition of knowledge with which we have here to deal. The very form of the adjective 'scientific' might give pause to those who would force the word to cover such topics as the skill of the boxer, or a knowledge of the theory and practice of the sacraments. By derivation scientific implies knowledge making, and no body of doctrine which is not growing, which is not actually in the making can long retain the attributes of science. 
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 18　次の英文は、アメリカの南部を舞台にした物語である。これを読んで,後の問いに答えよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：２５分］
The old woman sat on the old couch in the heat of an August afternoon in Bayou, Mississippi, which is about ten miles from the County line. She was all alone. Everybody called her Mom, although she had only had one child. She got up slowly and moved to the center of the room to turn on her radio. It was a new radio. It was the only new thing in the whole house. But (1) Mom didn't like it for that. She worshipped that radio because it had been a present from Honey Boy. She still remembered the day he had brought it two years before. (2) He rode down the dusty road in his car with Big Blue, his best friend and sidekick, right by his side. When they carried it in, Mom cried and cried and hugged Honey Boy and hugged Big Blue, and they had a celebration with iced tea and molasses cakes, and they sang and danced to the music on the radio.

They called him Honey Boy because when he was born he had a big birthmark on his right shoulder that looked just like a beehive. He was so full of life that he could never sit still. He and Big Blue were always making big plans to get rich and take their mamas to live in big houses in the middle of town. 

Mom sat on the old couch that August afternoon watching the radio. She always said she "watched" the radio because she saw Honey Boy's face on the front of the radio, (  3a  )(  3b  ) big (  3c  )(  3d  )(  3e  ).  But when she heard Honey Boy's name, and then the words "was wanted dead or alive," she got up, turned the radio off, and began to wait. She didn't have to wait long. Less than an hour later she heard the car moving down the dirt road that led to her house.

The sheriff was the biggest man in the County. Despite his size, he could have the softest voice, but everyone understood him just fine. You had only to look in his eyes to catch his meaning. His eyes told everything. The sheriff knew this, so sometimes he put on a pair of dark sunglasses. He had these on now, but when Mom came to the door,(4) he took them off. His words were orderly:

“Hello, Mrs. Summers. I'm terribly sorry to have to make you do this. But it's my job. I have to ask you to take a ride to the station house with me.”

Mom understood right away.  Her face had no expression at all. She replied: “All right, sheriff." And she accompanied the sheriff to the car.

On the way, the sheriff remained silent for a long time. Finally, he coughed a little, and began: 

“Ma'am, I have a dead body in my office, and they think it's Honey Boy.  There was a $100,ooo reward to turn in Honey Boy dead or alive, and Big Blue came in this morning and said that he'd shot Honey Boy. For the reward, he wants the $100,000. So we need you to identify Honey Boy. You see, he was shot in the face, and we can't recognize whether it's him or not. They say a mother always knows her son. I'm awful sorry."

When they pulled up in front of the station house, there was a big crowd of people. On the top step was Big Blue. He was telling a bunch of them what he was going to do with all his money. But when Mom came slowly up the steps he hushed and bowed his head. She walked right up to him and said: 

“Big Blue, how've you been? You've not been to the house lately. Don't you like my iced tea anymore?"

Big Blue didn't say a word, and kept his head down.

The sheriff led Mom into the station house. (5)They walked slowly towards a small room in the back where on a table in the corner was a large mass covered with a white sheet. The sheriff apologized again: 

“Ma'am, I'm terribly sorry, but you understand. Now, I'm going to show you the body. As soon as you're ( 6 ), tell me." 

Then the sheriff slowly peeled the sheet from the body, starting at the top of the head and unrolling slowly down, past the disfigured, unrecognizable ( 7a ) to the ( 7 b ). It seemed that he lingered a bit in this position, as they both looked at the beehive birthmark. Mom did not make a sound, did not move. However, if you looked real close you might have been able to perceive a tiny tear welling up in the corner of one ( 7c ). Then the sheriff continued, moving down the ( 7d ), until Mom said softly:

“That's enough, sheriff. You know that a mother always knows her son.  (   8  ) "

There was utter silence in the room. They just stood there looking at the whiteness of the sheet covering the body. Finally, the sheriff moved slowly towards her and said:

“Thank you for your help, ma'am. I'll take you home now. Could you wait in the car a moment?"

When the sheriff came out, the crowd suddenly came to life. Big Blue had a big smile on his face. The sheriff came over and said: 

“Big Blue, put out your hands." Holding out his right hand, Big Blue said: "Oooo eeee, sheriff. I can't wait to get that reward."

The sheriff continued, (  9  ), “Big Blue, put them both out."

Big Blue went on, "Woooo, it's a powerful lot of money."

Then the sheriff put the handcuffs on him, and looked him right in the eye: "Big Blue, you're under arrest. For murder. Mrs. Summers has seen the body. You've killed an innocent man."

Big Blue just stared, his eyes wide in amazement. Then he yelled out: “What do you mean, sheriff? Are you telling me I don't know him?" He kept shouting as the sheriff led him away. "I know who I killed! After all, (10) he was my best friend!"

After she got home, Mom sat down on that old couch and looked around at her old furniture and the shiny radio, which she never turned on again in her life, and started to sob, to the accompaniment of a moan that sounded like a song: "Oh, Honey Boy ... Oh, Honey Boy ... Oh, Honey Boy."
(1)文脈から判断して,下線部(1)はどのようなことを意味していると考えられるか。最も適切なものを次のうちから選び、その記号を記せ。
ア Although the radio was new, Mom didn't like it very much.

イ It mattered little to Mom whether the radio was new or not.

ウ Mom liked the radio all the more because it was new.

エ Mom would not have liked the radio if it had been old.

(2)下線部(2)を和訳せよ。
(3)空所(  3a  )～(  3e )を埋めるのに最も適切な単語をそれぞれ次のうちから選び、その記号を記せ。
ア had 　イ he　 ウ　smile  エ　that　　オ with

(4)下線部(4)から、保安官(Sheriff)のどのような気持ちが読み取れるか。最も適切なものを次のうちから選び,その記号を記せ。
ア He wanted Mom to know how he really felt.

イ He was eager to carry out his job.

ウ He was trying to hide his true feelings.

エ He wondered if Mom was ready to hear about her son.

(5)下線部(5)を和訳せよ。
(6) 空所(  6  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び,その記号を記せ。
ア familiar    イ ready    ウ right   エ　sure

(7)空所( 　7a　 )～ ( 7d　) を埋めるのに最も適切な単語をそれぞれ次のうちか選び、その記号を記せ。ただし同じものを２度以上用いてはならない。

ア　chest 　イ eye　　ウ face 　エ neck 　オ shoulders　

(8)文脈から判断して、空所( 8 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから選び、その記号を記せ。
ア I can't stand it anymore.

イ I'm sure this is my son.

ウ That's not Honey Boy.

エ Who else can recognize him?

(9)空所(  9  )に入れるべき表現を下の語を並べて作る場合、１語不足する語がある。その単語を記せ。
　　hearing,   if,   not 

(10) Big Blueが下線部⑩のような発言をしたのはなぜだと考えられるか。５０～７０字の日本語で答えよ。句読点も字数に含める。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
19　次の英文を読み,以下の問いに答えよ。　　　　　　　　　［目標解答時間：２５分］
I am a housewife living in La Crosse, Wisconsin, and was then visiting Vietnam alone. For the Vietnamese, the wounds of the war were still fresh. In the War Remnants Museum, I had seen a display of articles and books about Robert McNamara. There were captions in Vietnamese and English claiming that McNamara's book, In Retrospect, which outlined mistakes he felt the United States had made during the war, proved that we had been wrong and the war was a miscalculation. As 1 looked down at the display, I remembered a night my father and l went out in La Crosse for drinks, when l was in college. I had just turned twenty― one, and although my age had never mattered much at Roscoe's Vogue Bar, I was proud to be ①　legal.  I presented the bartender with my driver's license as l ordered. She rolled her eyes. “Put your plastic away,”' she said. “Your dad's got you covered.”

I carried the drinks through the bar, to the back room. My father had recently read McNamara's book.  He would rattle off sentences between sips of his drink, quoting McNamara's admissions of his miscalculations in Vietnam. I tried to understand exactly what made Dad so angry, but after a while he went silent and would answer my questions tersely. Finally, he turned to me and said, “ Do you know what this guy is saying?”
I didn't know anything about Robert McNamara back then. I had never even heard his name before.  At that point in my life― before I studied the war― Vietnam was not a historical event. It was just something that happened to (   2   ).

My father shook his head, disgusted. “ McNamara's saying they didn't know what they were doing over there.  ③　We were wrong from the beginning.”

④　When I saw him stare at his weathered hands, so defeated he couldn't look me in the eye, I felt the same sense of sadness and remoteness l had felt as a girl, when l watched Dad turn away from us, numb and distant. As a girl, I believed the war had taken him from us. It was an amorphous monster that would grab hold and pull us into it, kicking and screaming. It claimed Dad's past, his future, his health, his dreams. It was never satisfied. It came to live in our house, eat dinner at our table, sleep in our beds. We could ignore it, but it would not go away. ⑤ If we managed to shake it, it would track us down, hungry for more. Although there was no way for me, as a child, to understand this presence, I knew, when I saw my father's sadness, that he had never really left Vietnam. 

After Dad made it clear he could not go, I decided to take the trip on my own. When I bought my plane ticket to Ho Chi Minh City, the travel agent suggested that I go with a tour group. But I wouldn't consider this. I wanted to go to Vietnam ⑥on my own terms.

My visa application took months to process. I was asked to submit an　itinerary of my stay in Vietnam, as well as a detailed reason for coming, and　although I told the truth ----- that I wanted to go to the places my father had　been during the war ------ I felt uneasy. Now, as I looked out the window of the hotel room, feeling lonely and unable to fall asleep, I realized that my travel agent had been right.

It was near midnight in Vietnam, but daytime in the United States. I imagined Dad sitting in front of the TV, on his fat brown leather recliner, the remote control in his hand, flipping past the History Channel, past CNN, and pausing at the local sports news. I tried to call him. The phone was an ancient rotary, with a base as heavy as a bowling ball. After a series of whirls and clicks, I connected. Dad's voice said, I'm 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
sorry, nobody is here to take your call. Please leave your name and  number.
I calculated the time difference and decided that my father was probably at the local hospital. Since he contracted his voice box cancer from possible exposure to chemical agents and had to wear a voice machine, he'd had regular exams there. I knew the whole routine. When Dad came home from treatment, he would make himself a stiff drink. If we were on speaking terms, which was becoming less and less often, he would call me. ⑦ His voice was rough and whispery; I strained to hear him. “I’m going to fight this,” he would say. “You better believe it.” And from everything I'd seen of my father, I believed him. ⑧ I knew the kind of battles this man had fought.
For Dad, being tough always mattered more than being right. when Dad was in his late forties, when I still lived with him on the North Side of La Crosse, he worked the night shift at the train station. During the day, he worked construction; at night, he loaded boxes onto freight cars. He would come home late in the evening, so tired he could hardly stand, and crack open a beer. "I worked sixteen hours today," he would tell me, pride in his voice. "Working double-time is the only way you'll get ahead in this world. Work like you're two people, my girl, and you just might (   9   ) it. "

Work gave my father his edge and (  10  ) think about all the things he didn't want to remember. It also kept him in shape. One thing I knew for sure: My father would have starved rather than gain a pound of paunch. He didn't like sitting still and didn't allow himself much time to rest. 

(1)下線部①の言い換えとして最も適切な表現を次のうちから一つ選び,その記号を記せ。
ア studying law               イ enrolled in college

ウ involved in legal matters     工 old enough to buy alcoholic drinks

(2)空所( 2 )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び,その記号を記せ。
ア my family   イ the world   ウ our country   工 a foreign country 

(3)下線部③の意味として最も適切なものを次のうちから一つ選び,その記号を記せ。
ア The whole war was wrong.
イ The first part of the war went bad.

ウ Information was lacking at the beginning Of the war.
工 We made a serious mistake in deciding when to start the war.

(4)④の段落に描かれている筆者(I)の父(Dad)に対する気持ちについて当てはまるものを次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア I loved Dad and respected him deeply.

イ I felt sorry for Dad but didn't support him at all.

ウ I loved Dad but found him rather difficult to deal with.

工 I simply couldn't approve of Dad and considered him a failure.

(5)下線部(5)を和訳せよ。ただし,itが何を指すかを明らかにすること。

(6)下線部(6)の意味として最も適切なものを次のうちから一つ選び,その記号を記せ。
ア to mix with ordinary people

イ to visit the places my father had been

ウ to fo1low the advice of the travel agent

工 to achieve my purpose without help from my family

(7)下線部⑦の理由となった物の名称を本文中に探し,英語のまま書け。
(8)下線部⑧の文は筆者の父に対するどういう思いを述べたものか。３０～４０字の日本語で述べよ。ただし、Dadは「父」、the Vietnam Warは「戦争」と表記せよ。
(9)空所(  9  ) を埋めるのに最も適切な語を次のうちから一つ選び、その記号を記せ。
ア take　　　イ make    ウ work   エ build　

(10)下に与えられた語を適切な順に並べ替えて空所(  10  )を埋め、その２番目と５番目にくる単語を記せ。ただし、下の語群には、不要な語が一つ含まれている。
with    to    left    time   behind    him    little   

(11)以下は, この文章で表現されているDadの状況について述べたものである。空所( a )～ ( d )を埋めるのに最も適切な動詞を下の語群から選び、その記号を記せ。語群の動詞は原形で記されている。同じ記号は一度しか使えない。
Dad (  a  ) in the Vietnam War, but he was (  b  ) by it so much that he sometimes had difficulty (  c  ) along well with his family. Eventually he was (  d  ) seriously ill probably because of the chemicals he had been exposed to during the war.

［　ア effect  イ affect  ウ take   エ bring   オ live   カ get   キ serve ］　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20　　次の文章を読み，以下の問いに答えよ。　　［目標解答時間：２５分］
  When people hear that I’m writing an article about the way human beings deceive each other, they’re quick to tell me how to catch a liar. Liars always look to the left, several friends say; liars always cover their mouths, says a man sitting next to me on a plane. Beliefs about (  1  ) are numerous and often contradictory. Liars can be detected because they move a lot, keep very still, cross their legs, cross their arms, look up, look down, make eye contact or fail to make eye contact. Freud thought anyone could spot people who are lying by paying close enough attention to the way they move their fingers. Nietzsche wrote that “the mouth may lie, but the face it makes nonetheless tells the truth.”
  Most people think they’re good at spotting liars, but studies show otherwise. It is wrong to expect that professionally trained people will have the ability to detect liars with accuracy. In general, even professional lie-catchers, like judges and customs officials, perform, when tested, (  2  ). In other words, even the experts would have been right almost as often if they had just tossed a coin.
  Just as it is hard to decide who is lying and who is not, it is also much more difficult (  3  ) tell what is a lie and what is not. “Everybody lies,” Mark Twain wrote, “every day; every hour; awake; asleep; in his dreams; in his joy; in his grief.”
  First, there are the lies which consist of not saying something. You go out to dinner with your sister and her handsome boyfriend, and you find him utterly unpleasant. When you and your sister discuss the evening later, isn’t it a lie for you to talk about the restaurant and not about the boyfriend? What if you talk about his good looks and not about his offensive personality?
  Then there are lies which consist of saying something you know to be false. Many of these are harmless lies that allow us to get along with one another. When you receive a gift you can’t use, or are invited to lunch with a co-worker you dislike, you’re likely to say, “Thank you, it’s perfect” or “I wish I could, but I have a dentist’s appointment,” rather than speak (4)the harsher truth. These are the lies we teach our children to tell; we call them manners. Even our automatic response of “Fine” to a neighbor’s equally mechanical “How are you?” is often, when you get right down to it, a lie.
  More serious lies can have a range of motives and implications; for example, lying about a rival’s behavior in order to get him fired. But in other cases, not every lie is one that needs to be uncovered. We humans are active, creative animals who (5)can represent what exists as if it did not, and what doesn’t exist as if it did. Concealment, indirectness, silence, outright lying — all contribute to the peace-keeping of the human community.
  Learning to lie is an important part of growing up. What makes children able to start telling lies, usually at about age three or four, is that they have begun developing a theory of mind, the idea that what goes on in their heads is different from what goes on in other people’s heads. With their first lie to their parents, the power balance shifts a little: they now know something their parents don’t know. With each new lie (6)they gain a bit more power over the people who believe them. After a while, the ability to lie becomes just another part of their emotional landscape.
  Lying is just so ordinary, so much a part of our everyday lives and everyday conversations, that we hardly notice it. The fact is that in many cases it would be more difficult, challenging and stressful for people to tell the truth than to lie. Can’t we say that deceiving is, (  7  ), one characteristic associated with the evolution of higher intelligence?
  At present, attempts are being made by the US Federal Government to develop an efficient machine for “credibility assessment,” (  8  ), a perfect lie detector, as a means to improve the nation’s security level in its “war on terrorism.” This quest to make the country safer, however, may have implications for our everyday lives in the most unexpected ways. How will the newly developed device be able to tell which are truly dangerous lies and which are lies that are harmless and kind-hearted, or (9)self-serving without being dangerous? What happens if one day we find ourselves with instruments that can detect untruth not only in the struggle against terrorism but also in situations that have little to do with national security: job interviews, tax inspections, classrooms, bedrooms?
  A perfect lie-detection device would turn our lives upside down. Before long, we would stop speaking to each other, television would be abolished, politicians would be arrested and civilization would come to a halt. It would be a mistake to bring such a device too rapidly to market, before considering what might happen not only if it didn’t work — (10)which is the kind of risk we’re accustomed to thinking about — but also what might happen if it did. Worse than living in a world filled with uncertainty, in which we can never know for sure who is lying to whom, might be to live in a world filled with certainty about where the lies are, thus forcing us to tell one another nothing but the truth.
(1)  空所(  1  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  why people lie
イ  the timing of lying
ウ  what lying looks like
エ  the kinds of lies people tell
(2)  空所(  2  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  as accurately as expected
イ  not much better than chance
ウ  somewhat worse than average
エ  far better than non-professionals
(3)  下に与えられた語を正しい順に並べ替え，空所(  3  )を埋めるのに最も適切な表現を完成させよ。ただし，下の語群には，不要な語が一つ含まれている。

look
tend
than
think
to
to
we
(4)  下線部(4)の意味内容として最も近いものを次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  how you really feel
イ  the lies children tell
ウ  a visit to the dentist
エ  why you don’t like lunch
(5)  下線部(5)を和訳せよ。

(6)  下線部(6)の意味内容として最も近いものを次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  They become less dependent on others.
イ  They learn more clearly to tell right from wrong.
ウ  They realize that their parents are just like other people.
エ  They understand that they are being encouraged to learn how to lie.
(7)  空所(  7  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  in vain
イ  after all
ウ  in no way
エ  by contrast
(8)  空所(  8  )を埋めるのに最も適切な表現を次のうちから一つ選び，その記号を記せ。

ア  all the same
イ  by all means
ウ  in other words
エ  on the other hand
(9)  下線部(9)で説明されているliesはこの文脈では何を意味するか。次のうちから最も適切なものを一つ選び，その記号を記せ。

ア  自分にとっては安全で使いやすい嘘

イ  自動的に出てくる，たわいのない嘘

ウ  自己犠牲を必要とする割に無難な嘘

工  利己的だが，国家にとって安全な嘘

(10)  下線部(10)で説明されているriskとは，この場合どのようなものか。15～20字の日本語で具体的に説明せよ。

(11)  以下は筆者の見解をまとめたものである。空所(  a  )～(  d  )を埋めるのに最も適切な語を下の語群から選び，必要に応じて適切な形にして記せ。同じ語は一度しか使えない。

  As human beings, we cannot (  a  ) lying at times. Indeed, sometimes lying (  b  ) people from unnecessary confrontation. In many cases, peace in human society is (  c  ) because not all the truth is (  d  ).
	avoid
invite
maintain
protect
reveal
struggle
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21　次の英文を読んで、後の設問に答えなさい。　　　　　　　　　［目標解答時間：２０分］
  In rural Minnesota where I grew up, it was the custom to greet everyone you met on the road, whether you knew the person or not, with a “hi.” A dull, emotionless “hi” was entirely acceptable, but the word had to be spoken. Passing someone in silence wasn’t only rude; it could lead to accusations of (ｱ)snobbery — the worst possible sin in my small community.

  （　　①　　）　When I moved to New York in 1978, I quickly discovered what it meant to live among strangers and how impractical and unsound it would be to greet all of them. In my small apartment, I heard the ceiling creak as my upstairs neighbor paced his floor. I listened to the howling battles of the couple that lived below me, their raging voices punctuated by bangs and the sound of breaking glass. On the sidewalk, I was jostled, bumped, and elbowed as I (ｲ)negotiated the crowds. On the subway, I found myself in intimate contact with people I didn’t know, my body pressed so tightly against them, I could smell their hair oils, perfumes, and sweat. In my former life, such closeness belonged exclusively to boyfriends and family. It didn’t take long for me to absorb the unwritten code of survival in this town. The simple law is: PRETEND IT ISN’T HAPPENING.

  （　　②　　）　This widely applied survival technique is what separates New Yorkers from tourists and experienced citizens from those who have just come here. An Iranian friend told me that about a week after he had arrived in the city he was traveling on a bus. At some stop, the door opened for a woman who was wearing nothing but a thin bathrobe over her naked body. When she reached the top step, she started feeling her pockets for something and then, ［ 1 her,  2 look,  3 on,  4 with,  5 face,  6 she,  7 shocked,  8 a  ］, exclaimed, “My pass! Oh, my God, I must have left it in the other bathrobe!” The driver sighed and waved her onto the bus. My friend had been staring at the woman throughout the scene, but was a little ashamed when he understood that he was alone. (ｳ)Nobody else had given the woman a first glance, much less a second.

  （　　③　　）　Last October, I was on the subway when I noticed a wild-eyed man entering the car. He yelled out a few passages from the Bible and then, in an equally loud voice, began his sermon, informing us that September 11 had been God’s just punishment for our sins. (エ) I could feel the resistance to his words among the passengers, but not a single one of us turned to look at him.

  （　　④　　）　These stories demonstrate a range of increasingly outrageous behavior that may be dealt with through the pretend-it-isn’t-happening law. Taking action, as everyone in the city knows, can be dangerous. It is usually better to treat the unpredictable among us as ghosts, wandering phantoms who play out their lonely dramas for an audience that appears to be deaf, dumb, and blind.

  （　　⑤　　）　For the last year and a half, my fifteen-year-old daughter has been refining the frozen, blank expression that accompanies ①the Pretend Law, because she spends a couple of hours every day on the subway as she commutes to her school in Manhattan. She pretends deafness when the inevitable stray character comes along and tries to talk to her.

  One day, she found herself sitting across from “a white guy in his thirties” who stared at her so shamelessly that she felt uncomfortable. She kept her eyes off him and was relieved when the man finally left the car. But, before the train pulled out of the station, the weird person threw himself against the window in front of her and began to pound on the glass. “I love you!” he shouted. “I love you! You’re the most beautiful girl I’ve ever seen in my life!” Deeply embarrassed, my daughter didn’t move. Her fellow passengers treated the man as if he were invisible, but as the train began to rumble forward, the man sitting next to her looked up from his newspaper and said in a deadpan voice, “It looks like you have an admirer.”

  （　　⑥　　）　My daughter felt better. By breaking the code, the man acknowledged himself as a witness to what had been a very public outburst. ②His subtle statement lifted my daughter out of the solitary misery that comes from being the object of unwanted attention among strangers. With those few words, he gave her what she needed — a feeling of ordinary human (オ)solidarity.

   To live in strict accordance to the Pretend Law all the time would be unbearably dull. Most of the time, we build walls around ourselves out of necessity, but every once in a while we break through to one another and discover unexpected depth of intelligence or heart or just plain sweetness.

（１）次の英文を入れるのに最も適切な箇所を本文中（　①　）～（　⑥　）の中から１カ所選び、番号で答えなさい。　
　　　There are moments, however, when a smile or a well-timed comment may change the course of what might otherwise have been a sorry event. 

（２）波線部分の［　　］内の語を文意が通じるように並べ替える場合、３番目と６番目に来るべき選択肢の番号を答えなさい。 但し、不要な選択肢が１つ含まれている。
(３)  下線部(ｱ)~(ｵ)が意味する内容に最も近いものをそれぞれ１つ選び，番号で答えなさい。　　
(ｱ)  snobbery

① arrogance
② laziness
③ stubbornness
④ tolerance

(ｲ)  negotiated

① caused unnecessary trouble to
② had a difficult conversation with

③ managed to find my way through
④ paid no attention to

(ｳ)  Nobody else had given the woman a first glance, much less a second.

① It didn’t take a second for every other passenger to read her intention.

② No other passenger seemed to get interested in the woman at all.

③ Not only the Iranian friend but other passengers couldn’t help staring at the woman.

④ The passengers were peeping at what the woman would do.

(ｴ)　 I could feel the cold resistance to his words among the passengers
　　　① I could feel that the passengers were about to stop his speech

 ② I could find that the passengers understood his strong religious belief   

③ I could feel that the passengers did not want to listen to him

④ I could feel that the passengers did not understand what he really meant
(ｵ)  solidarity

① hardships
② loneliness
③ strength
④ ties

(４)次の英文の中で、本文の内容と一致するものを３つ選び、番号を答えなさい。
① In the area where the author grew up, people were supposed to exchange words whenever they encountered others.

　　　　 ②　Arriving in New York, the author felt happy to realize that people in New York led more dramatic lives than in Minnesota.

③ In New York, the author found out that the rule on greetings was universal around the globe.

④ When the bus driver found that the woman wearing just a bathrobe did not have her pass, he willingly allowed her to ride the bus for nothing.

⑤ The author’s daughter felt awkward when a strange man kept on watching her on the subway.

⑥ The white man who helped the author’s daughter was sitting across from her on the subway.

⑦ According to the author, it may be a blessing to experience moments of friendliness in a city full of strangers.

⑧ The author feels that we should be very careful to stay away from dangers when living among strangers.

　　　⑨ It is practical and sound to live in accordance with the Pretend Law in such large cities as New York. 

(５)下線部①のthe Pretend Lawの具体的内容を３０字以内の日本語で簡潔に説明しなさい。
（６）下線部②を和訳しなさい。
22　　英文の内容を、７０～８０字の日本語に要約せよ。　　　［目標解答時間：１０分］

Our cave-dwelling ancestors gathered around the fire each evening and told stories to one another. From what we can surmise today, these were not elaborate mythical or moral tales, but simple stories relating real-life hunting adventures, battles against the elements, and the true migrations of their own ancestors. The stories had a practical, communicative purpose. When one man learned that "playing dead" could fool an angry bear into leaving him alone, the rest of his clan would benefit from his experience by hearing him tell the story that night. To be sure, the gathering had entertainment value and the better storytellers probably got more intense reactions from their peers, but the stories themselves were literal and their purpose was instructional. Their value as amusement was directly proportional to their connection to basic survival skills.

As we developed agriculture and specialization, our best storytellers became professionals, who wandered from town to town telling stories less about particular tasks or adventures and more about themes and issues of interest to everyone, whatever their job or station in life. These were the epic stories of emperors and soldiers, monsters and heroes, or gods and virgins. The stories worked on a metaphorical level. No, none of the audience had ever traveled hundreds of miles from Greece on a boat or fought a Cyclops, but everyone had experienced leaving a place of some sort and trying to get back, so they could relate to the Odyssey as parable. Theater, films, and eventually television worked the same way: they all tell a story about someone whose plight somehow symbolizes our own.

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
23　　次の英文を読んで、後の設問に答えよ。
 Peter Unger, a philosopher, tells us the following parable. Bob is close to retirement. He has invested most of his savings in a very rare and valuable old car, a Bugatti, which he has not been able to insure. The Bugatti is his pride and joy. In addition to the pleasure he gets from driving and caring for his car, Bob knows that its rising market value means that he will always be able to sell it and live comfortably after retirement. One day when Bob is out for a drive, he parks the Bugatti near the end of a railway siding and goes for a walk up the track. As he does so, he sees that a runaway train, with no one aboard, is running down the railway track. Looking farther down the track, he sees the small figure of a child very likely to be killed by the runaway train. He can't stop the train and the child is too far away to warn of the danger, but he can throw a switch that will send the train down the siding where his Bugatti is parked. Then nobody will be killed ― but the train will destroy his Bugatti. Thinking of his joy in owning the car and the financial security it represents, Bob decides not to throw the switch. The child is killed. For many years to come, Bob enjoys owning his Bugatti and the financial security it represents.
  Bob's conduct, most of us will immediately respond, was seriously wrong. Unger agrees. But then he reminds us that we too have opportunities to save the lives of children. We can give to organizations like UNICEF or Oxfam. How much would we have to give one of these organizations to have a high probability of saving the life of a child threatened by easily preventable diseases? (I do not believe that children are more worth saving than adults, (1)but since no one can argue that children have brought their poverty on themselves, focusing on them simplifies the issues.) Unger called up some experts and used the information they provided to offer some realistic estimates that include the cost of raising money, administrative expenses, and the cost of delivering aid where it is most needed. By his calculation, a gift of two hundred dollars would help a sick two-year-old transform into a healthy six-year-old ― offering safe passage through childhood's most dangerous years. But how many would donate such an amount of money to the organizations? We seem to lack a sound basis for drawing a clear moral line between Bob's situation and that of any reader with two hundred dollars to spare who does not donate it to an overseas aid agency.
　 Now, evolutionary psychologists tell us that human nature just isn't sufficiently good to make it likely that many people will sacrifice so much for strangers. On the facts of human nature, they might be right, but they would be wrong (2)to draw a moral conclusion from those facts. If it is the case that we ought to do things that, predictably, most of us won't do, then let's face that fact directly. Then, if we value the life of a child more than going to fancy restaurants, the next time we dine out we will know that we could have done something better with our money. If that makes living a morally decent life extremely difficult, well, then (3)that is the way things are. If we don't do it, then we should at least know that we are failing to live a morally decent life ― not because it is good to indulge in guilt but because (4)knowing where we should 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
be going is the first step toward heading in that direction.
  When Bob first grasped the dilemma that faced him as he stood by that railway switch, he must have thought how extraordinarily unlucky he was to be placed in a situation in which he must choose between the life of an innocent child and the sacrifice of most of his savings. But he was not unlucky at all. We are all in that situation.  
（１）下線部(1)を和訳せよ。
（２）下線部(2)の意味内容はどのような事実からどのような結論を引き出すことか。６０字以内の日本語で、具体的に説明せよ。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（３）下線部(3)の具体的な意味内容を４０字以内の日本語で説明せよ。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（４）下線部(4)を和訳せよ。

（５）Ｂｏｂのたとえ話を用いながら筆者は何を伝えようとしているのか。１５０字以内の日本語で説明せよ。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


24　次の文章を読み、後の設問に答えなさい。  　　　　　　［目標解答時間１８分］

　     Kathy’s radio show was one of the most popular shows on the station.  Kathy was a blind journalist. She would interview people in the news and deal with serious issues.  As well as the usual politicians and businessmen, she often spoke to artists, writers and scientists.  The shows got more interesting for the listeners when Kathy questioned her guests, especially when the guests ①(  Ⅰ  ).  That really made things exciting.

       It was getting towards the end of her morning show and her final guest was coming on.  He was an American scientist, Dr. Woodrow Percival, who was an expert in eye surgery.  He interested Kathy because he had said that he could replace damaged eye nerves with tiny computer chips that would work just as well as real nerves, perhaps even better.  Kathy took a personal interest in ①this.  He had said, in fact, that he could make the blind see.

       What’s more, he had said that he could make her see. 

       Kathy had come across other “experts” before.  Sometimes they were more interested in getting publicity for themselves than in telling the truth.  If this guy had any real doubts about his method, Kathy thought, she would know it. ② She thought it was wrong to raise the hopes of people who might otherwise have accepted their disability and got on with their lives.  If he was offering false hope to people, he should be found out ---- and ③she was just the person to do it.  

       She introduced Dr. Percival to her listeners and began.

       “Dr. Percival, you’re going to give a talk later today about your new treatment.  Could you, in simple language, explain how this treatment works?”

       “ Certainly.”

       And that was exactly what he did.  Kathy was waiting for any little changes in his voice that might suggest that （　Ⅱ　）what he was saying.  His voice was calm.  It was not the voice of an old man --- he was forty ---- but it had a quality that suggested strength of character.  She questioned him at frequent intervals, listening carefully for any signs that might show his answers to be （　Ⅲ　）.  There were none.  Everything Dr. Percival said was said in a way that suggested he was being completely truthful.  All of his answers were clear and open.  Kathy could find no fault with the man’s voice or his reasoning.  Finally, she asked the question she knew all her listeners were waiting for.        

        “Dr. Percival, you said that you could give me the means to see.  That was very personal thing to say.  Were you being serious?”  

        Kathy listened.  He had been good so far.  If he was going to show weakness, it would surely be now.

        “Miss Page, let me apologize…”

        “This is it!” thought Kathy.  “He’s going to weaken! He knows he can’t seriously support the things he says he can do!”

        “…（　Ⅳ　） what the papers reported.  They named you in particular when, in fact, I had only used you as an example.  What I actually said was that people whose nerves had been damaged ---- in the way yours had, for example, ---- could be helped by my treatment.”

        But Kathy, though she heard no sign of doubt in his voice, wanted him to be very exact with his answers.  She knew her listeners expected no less.

        “Dr. Percival, are you saying that you could make me see?”

        “Well, I’d have to see your medical records in more detail, but I think so.  Yes.  Yes, I could.”

        It was time for the end of her program.  Kathy thanked her guests and the closing music was played.  ④She felt excited, yet guilty for feeling that way.  She had always thought that even if she had been given the chance to see she would choose not to, not after a lifetime without sight. But at that time there had been no hope.  There had been no point in hoping.  Hope was like a door shut and with no key to open it.  Ever. 

        But now, this doctor sounded sure of himself.  She was certain of that. 

        For the first time since she was a girl she （　Ⅴ　）.  She found that she did want to see. She wanted to see those pictures in the museums, the faces of her friends, the sky at dawn and the stars at night.  She realized she wanted it very much indeed.

        Dr. Woodrow Percival had to rush off to his talk.  He thanked her and left.　　
(1)下に与えられた語または語句を並べ替えて空所（　Ⅰ　）を埋め、その３番目と６番目に来る選択肢の記号で答えなさい。
ｱ． Kathy   ｲ．that   ｳ． things  ｴ． believe  ｵ． to  ｶ．hard   ｷ．said  

ｸ． found   

(2)下線部①thisが指す内容を日本語で説明しなさい。
(3)下線部②をotherwiseの内容が分かるように和訳しなさい。
(4)下線部③が表す内容として最も適切なものを次の中から１つ選び、記号で答えなさい。
　　　ア． she was just about to become the first woman to argue with him about eye surgery

イ． she was the only person to let it be known that he was much skilled in eye surgery

ウ． she was just the first person to be treated by him and cured of her blindness

エ． she was the right person with the best qualities for letting people know that he was lying 

(5)空所（　Ⅱ　）に入れるのに最も適切なものを次の中から１つ選び、記号で答えなさい。 

    ア． he was confident about      

イ． he was not sure about  

ウ． he was quite satisfied with   

エ． he was not doubtful about 

(6) 空所（　Ⅲ　）に入れるのに最も適切な１語を本文中より抜き出しなさい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(7) 本文中（　Ⅳ　）に入るのに最も適切な１語を次のア～オから１つ選び、記号で答えなさい。
　　 ア． with     イ．  of     ウ． on     エ． at     オ． for   

(8) 下線部④のようにＫａｔｈｙが感じた理由を７０～８０字の日本語で説明しなさい。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(9) 本文中（　Ⅴ　）に入れるのに最も適切なものを次の中から１つ選び、記号で答えなさい。 

    ア． allowed herself the hope of sight         

イ． was reluctant to treat her eyes

ウ． regretted having been deprived of sight    

エ． wished she could have seen

25　次の英文の下線部(1)，(2)，(3)を和訳せよ。ただし，(1)のthat，(3)のitについては，その内容がわかるように訳すこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間５分］

　　　

Some people will find the hand of God behind everything that happens. I visit a woman in the hospital whose car was run into by a drunken driver driving through a red light. Her vehicle was totally destroyed, but miraculously she escaped with only a broken ankle. She looks up at me from her hospital bed and says, ‘Now I know there is a God. (1)If I could come out of that alive and in one piece, it must be because He is watching over me up there.’ I smile and keep quiet, (2)running the risk of letting her think that I agree with her ― though I don’t exactly. My mind goes back to a funeral I conducted two weeks earlier, for a young husband and father who died in a similar drunk-driver collision. The woman before me may believe that she is alive because God wanted her to survive, and (3)I am not inclined to talk her out of it, but what would she or I say to that other family?
意外と差がつく物語文の読解の視点
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